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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の一般式（Ｉ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位、
および下記一般式（ＩＩ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単
位からなる群より選ばれる少なくとも１種の繰り返し単位（Ａ）からなり、重量平均分子
量が１，０００～３００，０００であることを特徴とするビニル系樹脂。
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【化１】

　〔但し、式（Ｉ）および（ＩＩ）中、ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、－ＣＨ（Ｒ

１）ＣＯＯＲ２、－ＣＨ（Ｒ３）ＣＯＯＲ４、－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６、－ＣＨ（Ｒ７）
ＣＯＲ８またはＲ９を表し、しかも、ＲａおよびＲｂの少なくとも一方は、－ＣＨ（Ｒ１

）ＣＯＯＲ２または－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６であり、Ｘは水素原子またはメチル基を表す
ものとする。そして、これらに含有されるＲ１、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は、それぞれ独立
に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ

６、Ｒ８およびＲ９は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【請求項２】
　下記の一般式（Ｉ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位、
および下記一般式（ＩＩ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単
位からなる群より選ばれる少なくとも１種の繰り返し単位（Ａ）１～９９モル％と、該繰
り返し単位（Ａ）以外のビニル単量体に由来する繰り返し単位（Ｂ）９９～１モル％とか
らなり、重量平均分子量が１，０００～３００，０００であることを特徴とするビニル系
樹脂。

【化２】

　〔但し、式（Ｉ）および（ＩＩ）中、ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、－ＣＨ（Ｒ

１）ＣＯＯＲ２、－ＣＨ（Ｒ３）ＣＯＯＲ４、－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６、－ＣＨ（Ｒ７）
ＣＯＲ８またはＲ９を表し、しかも、ＲａおよびＲｂの少なくとも一方は、－ＣＨ（Ｒ１

）ＣＯＯＲ２または－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６であり、Ｘは水素原子またはメチル基を表す



(3) JP 4611561 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

ものとする。そして、これらに含有されるＲ１、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は、それぞれ独立
に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ

６、Ｒ８およびＲ９は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【請求項３】
　下記の一般式（Ｉ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位、
および下記一般式（ＩＩ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単
位からなる群より選ばれる少なくとも１種の繰り返し単位（Ａ）２～５０モル％と、該繰
り返し単位（Ａ）以外のビニル単量体に由来する繰り返し単位（Ｂ）９８～５０モル％と
からなり、重量平均分子量が１，０００～３００，０００であることを特徴とするビニル
系樹脂。
【化３】

　〔但し、式（Ｉ）および（ＩＩ）中、ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、－ＣＨ（Ｒ

１）ＣＯＯＲ２、－ＣＨ（Ｒ３）ＣＯＯＲ４、－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６、－ＣＨ（Ｒ７）
ＣＯＲ８またはＲ９を表し、しかも、ＲａおよびＲｂの少なくとも一方は、－ＣＨ（Ｒ１

）ＣＯＯＲ２または－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６であり、Ｘは水素原子またはメチル基を表す
ものとする。そして、これらに含有されるＲ１、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は、それぞれ独立
に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ

６、Ｒ８およびＲ９は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【請求項４】
　前記した繰り返し単位（Ｂ）が（メタ）アクリル酸エステル類、カルボン酸アミド基含
有単量体類、カルボン酸ビニルエステル類、および芳香族ビニル化合物からなる群より選
ばれる少なくとも一種の単量体に由来するものであることを特徴とする請求項２または３
のいずれかに記載のビニル系樹脂。
【請求項５】
　前記したＲａおよびＲｂの両方が、それぞれ独立して、－ＣＨ（Ｒ１）ＣＯＯＲ２、－
ＣＨ（Ｒ３）ＣＯＯＲ４、－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６、または－ＣＨ（Ｒ７）ＣＯＲ８であ
ることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のビニル系樹脂。
【請求項６】
　前記したＲ２、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ８、およびＲ９が、それぞれ独立に、アルキル基、置換
アルキル基、シクロアルキル基、アリール基または置換アリール基であることを特徴とす
る請求項１～５のいずれかに記載のビニル系樹脂。
【請求項７】
　前記したＲ２、Ｒ４、およびＲ９が、それぞれ独立に、炭素原子数が１～８のアルキル
基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が３～８のアルコキシ基置換アルキル基であるこ
とを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のビニル系樹脂。
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【請求項８】
　前記したＲ６およびＲ８が、それぞれ独立に、炭素原子数が１～８のアルキル基である
ことを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のビニル系樹脂。
【請求項９】
　前記したＲ１およびＲ３が、それぞれ独立に、水素原子またはメチル基であることを特
徴とする請求項１～８のいずれかに記載のビニル系樹脂。
【請求項１０】
　前記したＲ５、Ｒ７のうちの少なくとも一方が、水素原子であることを特徴とする請求
項１～９のいずれかに記載のビニル系樹脂。
【請求項１１】
　前記したＸが、水素原子であることを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載のビ
ニル系樹脂。
【請求項１２】
　下記の一般式（Ｖ）で表されるイタコン酸エステルもしくは一般式（ＶＩ）で表される
マレイン酸エステル、フマル酸エステル、シトラコン酸エステルまたはメサコン酸エステ
ルを必須成分とする単量体を重合させることを特徴とするビニル系樹脂の製造方法。
【化４】

〔但し、式（Ｖ）および（ＶＩ）中、ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、－ＣＨ（Ｒ１

）ＣＯＯＲ２、－ＣＨ（Ｒ３）ＣＯＯＲ４、－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６、－ＣＨ（Ｒ７）Ｃ
ＯＲ８またはＲ９を表し、しかも、ＲａおよびＲｂの少なくとも一方は、－ＣＨ（Ｒ１）
ＣＯＯＲ２または－ＣＨ（Ｒ５）ＣＯＲ６であり、Ｘは水素原子またはメチル基を表すも
のとする。そして、これらに含有されるＲ１、Ｒ３、Ｒ５およびＲ７は、それぞれ独立に
、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ６

、Ｒ８およびＲ９は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、分子内に特定のエステル基を有する不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰
り返し単位（Ａ）から成るビニル系樹脂、この（Ａ）と、（Ａ）以外のビニル系単量体に
由来する繰り返し単位（Ｂ）とからなるビニル系樹脂、およびこれらビニル系樹脂の製造
方法に関する。さらに詳しくは、活性エステル基としてオキシカルボニルメチルエステル
基またはカルボニルメチルエステル基を有する不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰
り返し単位（Ａ）を含有するビニル系樹脂、この（Ａ）および（Ａ）以外のビニル系単量
体に由来する繰り返し単位（Ｂ）からなるビニル系樹脂に関する。また、当該活性エステ
ル基を含有する不飽和ジカルボン酸エステルを単独重合させるか、もしくは当該不飽和ジ
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関する。　そして本発明のビニル系樹脂は、海水中の構造物、船舶、漁網等に塗布される
防汚塗料や各種の屋外用塗料のベース樹脂成分として使用される。また、繊維処理剤、接
着剤、シーリング剤用のベース樹脂成分としても使用されるものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、活性エステル基の一つであるオキシカルボニルメチルエステル基を含有するビニル
系樹脂としては、特公昭６３－６１９８９号公報に開示されている如く（メタ）アクリル
酸エステル系の重合体が知られている。また、カルボニルメチルエステル基を含有するビ
ニル系樹脂としては、公表特許昭６０－５００４５２号公報に開示されている如く（メタ
）アクリル酸エステル系の重合体が知られている。しかし、こうした活性エステル基を含
有する不飽和ジカルボン酸エステルの重合体、あるいは、当該不飽和ジカルボン酸エステ
ルと他のビニル系単量体との共重合体は知られていない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、活性エステル基として、オキシカルボニルメチルエステル基および／ま
たはカルボニルメチルエステル基を含有する不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り
返し単位から成る新規なビニル系樹脂、当該繰り返し単位並びに他の繰り返し単位から成
る新規なビニル系樹脂を提供することにある。また、本発明の課題は、前記した如きビニ
ル系樹脂の製造方法を提供することにもある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記の課題を解決すべく鋭意検討した結果、オキシカルボニルメチルエス
テル基および／またはカルボニルメチルエステル基を含有する不飽和ジカルボン酸エステ
ルに由来する繰り返し単位から成る新規なビニル系樹脂、当該繰り返し単位並びに他の繰
り返し単位から成る新規なビニル系樹脂、並びにそれらの製造方法を見い出し、本発明を
完成するに至った。
【０００５】
即ち、本発明は、
１．下記の一般式（Ｉ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位
、および下記一般式（II）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単
位からなる群より選ばれる少なくとも１種の繰り返し単位（Ａ）からなり、重量平均分子
量が１，０００～３００，０００であることを特徴とするビニル系樹脂、
【０００６】
【化６】
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【０００７】
〔但し、式（Ｉ）および（II）中、ＲaおよびＲbは、それぞれ独立に、
－ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2、－ＣＨ（Ｒ3）ＣＯＯＲ4、－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6、
－ＣＨ（Ｒ7）ＣＯＲ8またはＲ9を表し、しかも、ＲaおよびＲbの少なくとも一方は、－
ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2または－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6であり、Ｘは水素原子またはメチル基
を表すものとする。そして、これらに含有されるＲ1、Ｒ3、Ｒ5およびＲ7は、それぞれ独
立に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ

6、Ｒ8およびＲ9は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【０００８】
２．上記の一般式（Ｉ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位
、および上記一般式（II）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単
位からなる群より選ばれる少なくとも１種の繰り返し単位（Ａ）１～９９モル％と、該繰
り返し単位（Ａ）以外のビニル単量体に由来する繰り返し単位（Ｂ）９９～１モル％とか
らなり、重量平均分子量が１，０００～３００，０００であることを特徴とするビニル系
樹脂、
【０００９】
３．上記の一般式（Ｉ）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位
、および上記一般式（II）で表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単
位からなる群より選ばれる少なくとも１種の繰り返し単位（Ａ）２～５０モル％と、該繰
り返し単位（Ａ）以外のビニル単量体に由来する繰り返し単位（Ｂ）９８～５０モル％と
からなり、重量平均分子量が１，０００～３００，０００であることを特徴とするビニル
系樹脂、
【００１０】
４．前記した繰り返し単位（Ｂ）が（メタ）アクリル酸エステル類、カルボン酸アミド基
含有単量体類、カルボン酸ビニルエステル類、および芳香族ビニル化合物からなる群より
選ばれる少なくとも一種の単量体に由来するものであることを特徴とする２．または３．
のいずれかのビニル系樹脂、
【００１１】
５．前記したＲaおよびＲbの両方が、それぞれ独立して、－ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2、－Ｃ
Ｈ（Ｒ3）ＣＯＯＲ4、－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6、または－ＣＨ（Ｒ7）ＣＯＲ8であることを
特徴とする１．～４．のいずれかのビニル系樹脂、
【００１２】
６．前記したＲ2、Ｒ4、Ｒ6、Ｒ8、およびＲ9が、それぞれ独立に、アルキル基、置換ア
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ルキル基、シクロアルキル基、アリール基または置換アリール基であることを特徴とする
１．～５．のいずれかのビニル系樹脂、
【００１３】
７．前記したＲ2、Ｒ4、およびＲ9が、それぞれ独立に、炭素原子数が１～８のアルキル
基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が３～８のアルコキシ基置換アルキル基であるこ
とを特徴とする１．～５．のいずれかのビニル系樹脂、
【００１４】
８．前記したＲ6およびＲ8が、それぞれ独立に、炭素原子数が１～８のアルキル基である
ことを特徴とする１．～７．のいずれかのビニル系樹脂、
【００１５】
９．前記したＲ1およびＲ3が、それぞれ独立に、水素原子またはメチル基であることを特
徴とする１．～８．のいずれかのビニル系樹脂、
【００１６】
１０．前記したＲ5、Ｒ7のうちの少なくとも一方が、水素原子であることを特徴とする１
．～９．のいずれかのビニル系樹脂、
【００１７】
１１．前記したＸが、水素原子であることを特徴とする１．～１０．のいずれかのビニル
系樹脂、
【００１８】
１２．下記の一般式（Ｖ）で表されるイタコン酸エステルもしくは一般式（ＶＩ）で表さ
れるマレイン酸エステル、フマル酸エステル、シトラコン酸エステルまたはメサコン酸エ
ステルを必須成分とする単量体を重合させることを特徴とするビニル系樹脂の製造方法。
【００１９】
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【化８】

〔但し、式（Ｖ）および（VI）中、ＲaおよびＲbは、それぞれ独立に、
－ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2、－ＣＨ（Ｒ3）ＣＯＯＲ4、－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6、
－ＣＨ（Ｒ7）ＣＯＲ8またはＲ9を表し、しかも、ＲaおよびＲbの少なくとも一方は、－
ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2または－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6であり、Ｘは水素原子またはメチル基
を表すものとする。そして、これらに含有されるＲ1、Ｒ3、Ｒ5およびＲ7は、それぞれ独
立に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ
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6、Ｒ8およびＲ9は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【００２３】
【００２４】
【００２５】
【００２６】
【００２７】
【００２８】
【００２９】
【００３０】
【００３１】
【００３２】
【００３３】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明を詳しく説明する。
本発明のビニル系樹脂とは、▲１▼下記の一般式（Ｉ）で表される不飽和ジカルボン酸エ
ステルに由来する繰り返し単位、および下記一般式（II）で表される不飽和ジカルボン酸
エステルに由来する繰り返し単位からなる群より選ばれる少なくとも１種の繰り返し単位
（Ａ）からなり、重量平均分子量が１，０００～３００，０００であるビニル系樹脂［以
下、ビニル系樹脂（ＶＲ－１）と略記する。］並びに▲２▼上記不飽和ジカルボン酸エス
テルに由来する繰り返し単位（Ａ）１～９９モル％と、（Ａ）以外のビニル単量体に由来
する繰り返し単位（Ｂ）９９～１モル％とからなり、重量平均分子量が１，０００～３０
０，０００であるビニル系樹脂［以下、ビニル系樹脂（ＶＲ－２）と略記する］、を指称
するものである。
【００３４】
【化９】

【００３５】
〔但し、式（Ｉ）および（II）中、ＲaおよびＲbは、それぞれ独立に、
－ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2、－ＣＨ（Ｒ3）ＣＯＯＲ4、－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6、
－ＣＨ（Ｒ7）ＣＯＲ8またはＲ9を表し、しかも、ＲaおよびＲbの少なくとも一方は、－
ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2または－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6であり、Ｘは水素原子またはメチル基
を表すものとする。そして、これらに含有されるＲ1、Ｒ3、Ｒ5およびＲ7は、それぞれ独
立に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ

6、Ｒ8およびＲ9は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【００３６】
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まず、本発明のビニル系樹脂（ＶＲ－１）について説明する。
ビニル系樹脂（ＶＲ－１）を構成する繰り返し単位（Ａ）のうち、一般式（Ｉ）で表され
る不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位の具体的なものとしては、下記一
般式（Ｉ－１）～（Ｉ－１０）で示される各種のイタコン酸エステルに由来する繰り返し
単位がある。
【００３７】
【化１０】

【００３８】
【化１１】

【００３９】
【化１２】

【００４０】
【化１３】
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【００４１】
【化１４】

【００４２】
【化１５】

【００４３】
【化１６】
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【００４４】
【化１７】

【００４５】
【化１８】

【００４６】
【化１９】
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【００４７】
また、ビニル系樹脂（ＶＲ－１）を構成する繰り返し単位（Ａ）のうち、一般式（II）で
表される不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返し単位の具体的なものとしては、
下記一般式（II－１）～（II－１０）で示される如き、マレイン酸エステル、フマル酸エ
ステル、シトラコン酸エステルまたはメサコン酸エステルに由来する繰り返し単位がある
。
【００４８】
【化２０】

【００４９】
【化２１】

【００５０】
【化２２】

【００５１】
【化２３】
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【００５２】
【化２４】

【００５３】
【化２５】

【００５４】
【化２６】

【００５５】
【化２７】

【００５６】
【化２８】
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【００５７】
【化２９】

【００５８】
本発明のビニル系樹脂（ＶＲ－１）は、上掲した各種の繰り返し単位のうちの１種類のみ
から構成されるもの並びに２種類以上から構成されるものを包含する。
【００５９】
上掲した（Ｉ－１）～（Ｉ－１０）および（II－１）～（II－１０）に含有される各種の
基Ｒ1～Ｒ9について説明する。
【００６０】
Ｒ1、Ｒ3、Ｒ5およびＲ7は、それぞれ独立に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が
１～１２のアルキル基を表す。このうち、炭素原子数が１～１２のアルキル基の代表的な
ものとしては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉｓｏ－プロピル基、ｎ－ブチル
基、ｉｓｏ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オ
クチル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－デシル基、ｎ－ドデシル基等が挙げられる。そし
て、これらの中で、Ｒ1およびＲ3として好ましいものは、水素原子および炭素原子数が１
～５のアルキル基であり、特に好ましいものは、水素原子およびメチル基である。Ｒ5お
よびＲ7として好ましいものは、水素原子および炭素原子数が１～５のアルキル基であり
、特に好ましいものは、水素原子である。
【００６１】
１価の有機基であるＲ2、Ｒ4、Ｒ6、Ｒ8およびＲ9の代表的なものとしては、アルキル基
、置換アルキル基、シクロアルキル基、アリール基、置換アリール基、等の各種のものが
挙げられる。かかる１価の有機基のなかで、アルキル基の代表的なものとしては、Ｒ1の
うちのアルキル基の代表的なものとして前掲した如き各種の基に加えて、ｎ－トリデシル
基、ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－オクタデシル基、等が挙げられる。
【００６２】
置換アルキル基の代表的なものとしては、２－メトキシエチル基、２－エトキシエチル基
、２－（ｎ－プロポキシ）エチル基、２－（ｎ－ブトキシ）エチル基、２－（ｎ－ヘキシ
ルオキシ）エチル基、３－メトキシプロピル基、４－メトキシブチル基、４－（ｎ－プロ
ポキシ）ブチル基、６－エトキシヘキシル基、６－（ｎ－ヘキシルオキシ）ヘキシル基、
等のアルコキシ基置換アルキル基；２－フェノキシエチル基、２－（４－メチルフェノキ
シ）エチル基、等のアリールオキシ基が置換したアルキル基；２－ベンジルオキシエチル
基、２－（２－フェニルエトキシ）エチル基、等のアラルキルオキシ基が置換したアルキ
ル基；ベンジル基、１－フェニルエチル基、２－フェニルエチル基、等のアリール基が置
換したアルキル基、等が挙げられる。
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【００６３】
シクロアルキル基の代表的なものとしては、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、４－
メチルシクロヘキシル基、シクロオクチル基、等が挙げられる。
【００６４】
アリール基の代表的なものとしては、フェニル基、１－ナフチル基、２－ナフチル基、等
が挙げられる。
【００６５】
置換アリール基の代表的なものとしては、２－メチルフェニル基、４－メチルフェニル基
、４－クロロフェニル基、４－ニトロフェニル基、４－メチル－１－ナフチル基、等が挙
げられる。
【００６６】
そしてこれらのなかで、Ｒ2、Ｒ4およびＲ9として特に好ましいものは、炭素原子数が１
～８のアルキル基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が３～８のアルコキシ基置換アル
キル基である。
【００６７】
Ｒ6およびＲ8として好ましいものは、炭素原子数が１～８のアルキル基であり、特に好ま
しいものは、メチル基である。
【００６８】
上述した各種の繰り返し単位からなる本発明のビニル系樹脂（ＶＲ－１）は、上掲した各
種の繰り返し単位のうちの１種類のみから構成されるもの並びに２種類以上から構成され
るものを包含する。当該ビニル系樹脂が２種類以上の繰り返し単位から構成される場合に
は、当該ビニル系樹脂（ＶＲ－１）を構成する各繰り返し単位の含有率は、それぞれ１～
９９モル％、好ましくは、３～９７モル％である。
【００６９】
また、上述した一般式（Ｉ－１）～（Ｉ－１０）で示される各種の繰り返し単位のなかで
、好ましいものは、一般式（Ｉ－１）、（Ｉ－２）、（Ｉ－５）あるいは（Ｉ－６）で示
される、活性エステル基を１個のみ含有するもの、および一般式（Ｉ－３）、（Ｉ－４）
、（Ｉ－７）もしくは（Ｉ－８）で示される、２個のオキシカルボニルメチルエステル基
または２個のカルボニルメチルエステル基を含有するものである。そして一般式（Ｉ－３
）、（Ｉ－４）、（Ｉ－７）および（Ｉ－８）で示される繰り返し単位のなかで、特に好
ましいものは、一般式（Ｉ－４）および（Ｉ－８）で示される、同一の活性エステル基を
含有するものである。
【００７０】
上述した一般式（II－１）～（II－１０）で示される各種の繰り返し単位のなかで、好ま
しいものは、一般式（II－１）、（II－２）、（II－５）あるいは（II－６）で示される
、活性エステル基を１個のみ含有するもの、および一般式（II－３）、（II－４）、（II
－７）もしくは（II－８）で示される、２個のオキシカルボニルメチルエステル基または
２個のカルボニルメチルエステル基を含有するものである。そして一般式（II－３）、（
II－４）、（II－７）および（II－８）で示される繰り返し単位のなかで、特に好ましい
ものは、一般式（II－４）および（II－８）で示される、同一の活性エステル基を含有す
るものである。
【００７１】
また、上述した一般式（II－１）～（II－１０）で示される各種の繰り返し単位に含有さ
れるＸとしては水素原子がより好ましい。即ち、マレイン酸エステル、フマル酸エステル
、シトラコン酸エステルもしくはメサコン酸エステルに由来する繰り返し単位のなかでは
、マレイン酸エステルまたはフマル酸エステルに由来する繰り返し単位が好ましい。
【００７２】
本発明のビニル系樹脂（ＶＲ－１）の重量平均分子量は、強度と取り扱い易さの点から、
１，０００～３００，０００、好ましくは、１，０００～１５０，０００、最も好ましく
は１，０００～１００，０００の範囲である。尚、ここで云う重量平均分子量は、ゲルパ
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分子量を指称するものである。
【００７３】
本発明のビニル系樹脂（ＶＲ－１）を調製するには、(i)下記一般式（III）で示されるエ
ステル基および／または下記一般式（IV）で示されるエステル基を含有する不飽和ジカル
ボン酸エステル単量体を重合せしめる方法、(ii)イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、シ
トラコン酸、メサコン酸の如き不飽和ジカルボン酸あるいは前記した如き不飽和ジカルボ
ン酸のハーフエステルを重合する事により調製したカルボキシル基を含有する重合体を、
塩基性化合物の存在下にα－ハロカルボン酸エステル類および／またはα－ハロケトン類
と反応させる方法等を適用すればよい。かかる方法のなかで、ポリマーの精製が容易で簡
便に目的物を得ることが出来る点から、(i)の方法が特に好ましい。
【００７４】
【化３０】

〔但し、Ｒ1およびＲ5は、それぞれ独立に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１
～１２のアルキル基を、Ｒ2およびＲ6は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとす
る。〕
【００７５】
(i)なる方法でビニル系樹脂（ＶＲ－１）を調製する際に使用される上記した一般式（III
）で示されるオキシカルボニルメチルエステル基および／または一般式（IV）で示される
カルボニルメチルエステル基を含有する不飽和ジカルボン酸エステルの具体的なものとし
ては、下記一般式（Ｖ）で表されるイタコン酸エステルもしくは一般式（VI）で表される
マレイン酸エステル、フマル酸エステル、シトラコン酸エステルもしくはメサコン酸エス
テルが挙げられる。
【００７６】
【化３１】
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【００７７】
〔但し、式（Ｖ）および（VI）中、ＲaおよびＲbは、それぞれ独立に、
－ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2、－ＣＨ（Ｒ3）ＣＯＯＲ4、－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6、
－ＣＨ（Ｒ7）ＣＯＲ8またはＲ9を表し、しかも、ＲaおよびＲbの少なくとも一方は、－
ＣＨ（Ｒ1）ＣＯＯＲ2または－ＣＨ（Ｒ5）ＣＯＲ6であり、Ｘは水素原子またはメチル基
を表すものとする。そして、これらに含有されるＲ1、Ｒ3、Ｒ5およびＲ7は、それぞれ独
立に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が１～１２のアルキル基を、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ

6、Ｒ8およびＲ9は、それぞれ独立に、１価の有機基を表すものとする。〕
【００７８】
一般式（Ｖ）で示されるイタコン酸エステルの代表的なものとしては、下記一般式（Ｖ－
１）～（Ｖ－１０）で示される化合物が挙げられる。
【００７９】
【化３２】

【００８０】
【化３３】
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【００８１】
【化３４】

【００８２】
【化３５】

【００８３】
【化３６】
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【００８４】
【化３７】

【００８５】
【化３８】

【００８６】
【化３９】
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【００８７】
【化４０】

【００８８】
【化４１】

【００８９】
一般式（VI）で示されるマレイン酸エステル、フマル酸エステル、シトラコン酸エステル
またはメサコン酸エステルの代表的なものとしては、下記一般式（VI－１）～（VI－１０
）で示される化合物が挙げられる。
【００９０】
【化４２】
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【００９１】
【化４３】

【００９２】
【化４４】

【００９３】
【化４５】

【００９４】
【化４６】

【００９５】
【化４７】

【００９６】
【化４８】
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【００９７】
【化４９】

【００９８】
【化５０】

【００９９】
【化５１】

【０１００】
上掲した一般式（III）または（IV）なるエステル基、一般式（Ｖ－１）～（Ｖ－１０）
および一般式（VI－１）～（VI－１０）なる単量体に含有される各種の基Ｒ1～Ｒ9につい
て説明する。
【０１０１】
Ｒ1、Ｒ3、Ｒ5およびＲ7は、それぞれ独立に、水素原子、フェニル基または炭素原子数が
１～１２のアルキル基を表す。このうち、炭素原子数が１～１２のアルキル基の代表的な
ものとしては、前述の一般式（Ｉ－１）～（Ｉ－１０）および一般式（II－１）～（II－
１０）に含有されるＲ1等の代表的なものとして例示した各種のものが挙げられる。そし
て、これらの中で、Ｒ1およびＲ3として好ましいものは、水素原子および炭素原子数が１
～５のアルキル基であり、特に好ましいものは、水素原子およびメチル基である。Ｒ5お
よびＲ7として好ましいものは、水素原子および炭素原子数が１～５のアルキル基であり
、特に好ましいものは、水素原子である。
【０１０２】
１価の有機基であるＲ2、Ｒ4、Ｒ6、Ｒ8およびＲ9の代表的なものとしては、アルキル基
、置換アルキル基、シクロアルキル基、アリール基、置換アリール基、等の各種のものが
挙げられる。かかる各種の１価の有機基の代表的なものとしては、前述の一般式（Ｉ－１
）～（Ｉ－１０）および一般式（II－１）～（II－１０）で示される繰り返し単位に含有
されるＲ2、Ｒ4、Ｒ6、Ｒ8およびＲ9の代表的なものとして例示した各種のものが挙げら
れる。
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【０１０３】
そしてこれらのなかで、Ｒ2、Ｒ4およびＲ9として特に好ましいものは、炭素原子数が１
～８のアルキル基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が３～８のアルコキシ基置換アル
キル基である。
【０１０４】
Ｒ6およびＲ8として好ましいものは、炭素原子数が１～８のアルキル基であり、特に好ま
しいものは、メチル基である。
【０１０５】
上掲した一般式（Ｖ－１）～（Ｖ－１０）で示される単量体のなかで好ましいものは、一
般式（Ｖ－１）、（Ｖ－２）、（Ｖ－５）あるいは（Ｖ－６）で示される活性エステル基
としてのオキシカルボニルメチルエステル基あるいはカルボニルメチルエステル基を１個
のみ含有する単量体、および一般式（Ｖ－３）、（Ｖ－４）、（Ｖ－７）もしくは（Ｖ－
８）で示される、２個のオキシカルボニルメチルエステル基または２個のカルボニルメチ
ルエステル基を含有する単量体である。そして一般式（Ｖ－３）、（Ｖ－４）、（Ｖ－７
）および（Ｖ－８）で示される単量体のなかで、特に好ましいものは、一般式（Ｖ－４）
および（Ｖ－８）で示される同一の活性エステル基を含有する単量体である。
【０１０６】
上述した一般式（VI－１）～（VI－１０）で示される単量体のなかで、好ましいものは、
一般式（VI－１）、（VI－２）、（VI－５）あるいは（VI－６）で示される活性エステル
基を１個のみ含有する単量体、および一般式（VI－３）、（VI－４）、（VI－７）もしく
は（VI－８）で示される、２個のオキシカルボニルメチルエステル基または２個のカルボ
ニルメチルエステル基を含有する単量体である。そして一般式（VI－３）、（VI－４）、
（VI－７）および（VI－８）で示される単量体のなかで、特に好ましいものは、一般式（
VI－４）および（VI－８）で示される同一の活性エステル基を含有する単量体である。
【０１０７】
上述した好ましいイタコン酸エステルのなかの一般式（Ｖ－４）で示される単量体の代表
的なものを以下に例示する。
【０１０８】
一般式（Ｖ－４）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ1として水素原子を有する
単量体の代表的なものとしては、ビス（メトキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス
（エトキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（ｎ－プロポキシカルボニルメチル）
イタコネート、ビス（ｉｓｏ－プロポキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（ｎ－
ブトキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルメチル
）イタコネート、ビス（ｎ－オクチルオキシカルボニルオキシメチル）イタコネート、等
のＲ2としてアルキル基を有する化合物；
【０１０９】
ビス（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（２－エトキシエト
キシカルボニルメチル）イタコネート、ビス［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニ
ルメチル］イタコネート、ビス［２－（ｎ－ブトキシ）エトキシカルボニルメチル］イタ
コネート、ビス［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート
、ビス（３－メトキシプロポキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2としてアル
コキシ基置換アルキルを有する化合物；
【０１１０】
ビス（２－フェノキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス［２－（４－メチ
ルフェノキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート、等のＲ2としてアリールオキ
シ基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０１１１】
ビス（２－ベンジルオキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス［２－（２－
フェニルエトキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート、等のＲ2としてアラルキ
ルオキシ基が置換したアルキル基を有する化合物；
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【０１１２】
ビス（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（１－フェニルエトキシカ
ルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2としてアリール基が置換したアルキル基を有す
る化合物；
【０１１３】
ビス（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（シクロヘキシルオ
キシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（４－メチルシクロヘキシルオキシカルボニ
ルメチル）イタコネート、等のＲ2としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１１４】
ビス（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（１－ナフトキシカルボニルメ
チル）イタコネート、ビス（２－ナフトキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2

としてアリール基を有する化合物；
【０１１５】
ビス（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、ビス（４－メチルフェノ
キシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2として置換アリール基を有する化合物、
が挙げられる。
【０１１６】
一般式（Ｖ－４）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ1としてメチル基を有する
単量体の代表的なものとしては、ビス（１－メトキシカルボニルエチル）イタコネート、
ビス（１－エトキシカルボニルエチル）イタコネート、ビス［１－（ｎ－プロポキシカル
ボニル）エチル］イタコネート、ビス［１－（ｉｓｏ－プロポキシカルボニル）エチル］
イタコネート、ビス［１－（ｎ－ブトキシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス［１
－（ｉｓｏ－ブトキシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス［１－（ｎ－ヘキシルオ
キシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス［１－（ｎ－オクチルオキシカルボニル）
エチル］イタコネート、ビス［１－（ｎ－デシルオキシカルボニル）エチル］イタコネー
ト、等のＲ2としてアルキル基を有する化合物；
【０１１７】
ビス［１－（２－メトキシエトキシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス［１－（２
－エトキシエトキシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス｛１－［２－（ｎ－プロポ
キシ）エトキシカルボニル］エチル｝イタコネート、ビス｛１－［２－（ｎ－ブトキシ）
エトキシカルボニル］エチル｝イタコネート、ビス［１－（３－メトキシプロポキシカル
ボニル）エチル］イタコネート、等のＲ2としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化
合物；
【０１１８】
ビス［１－（２－フェノキシエトキシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス｛１－［
２－（４－メチルフェノキシ）エトキシカルボニル］エチル｝イタコネート、等のＲ2と
してアリールオキシ基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０１１９】
ビス［１－（２－ベンジルオキシエトキシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス｛１
－［２－（２－フェニルエトキシ）エトキシカルボニル］エチル｝イタコネート、等のＲ

2としてアラルキルオキシ基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０１２０】
ビス（１－ベンジルオキシカルボニルエチル）イタコネート、ビス［１－（１－フェニル
エトキシカルボニル）エチル］イタコネート、等のＲ2としてアリール基が置換したアル
キル基を有する化合物；
【０１２１】
ビス（１－シクロペンチルオキシカルボニルエチル）イタコネート、ビス（１－シクロヘ
キシルオキシカルボニルエチル）イタコネート、等のＲ2としてシクロアルキル基を有す
る化合物；
【０１２２】
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ビス（１－フェノキシカルボニルエチル）イタコネート、ビス［１－（１－ナフトキシカ
ルボニル）エチル］イタコネート、ビス［１－（２－ナフトキシカルボニル）エチル］イ
タコネート、等のＲ2としてアリール基を有する化合物；
【０１２３】
ビス［１－（３－メチルフェノキシカルボニル）エチル］イタコネート、ビス［１－（４
－メチルフェノキシカルボニル）エチル］イタコネート、等のＲ2として置換アリール基
を有する化合物；
【０１２４】
さらに、一般式（Ｖ－４）で表されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ1として炭素原子
数が２～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基を有する単量体の代表的なものと
しては、Ｒ1としてメチル基を含有するものの例として上掲した各種のイタコン酸エステ
ルにおいて、メチル基を炭素原子数が２～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基
に置き換えた構造を有する各種の単量体を例示することができる。
【０１２５】
一般式（Ｖ－４）で示されるイタコン酸エステルなかで好ましいものは、１価の有機基で
あるＲ2が、炭素原子数が１～８のアルキル基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が３
～８のアルコキシ基置換アルキル基であり、且つ、Ｒ1が水素原子または炭素原子数が１
～５のアルキル基有する化合物である。これらのなかで特に好ましいものは、Ｒ1として
水素原子またはメチル基を有する化合物である。
【０１２６】
上述した好ましいイタコン酸エステルのなかの一般式（Ｖ－１）および（Ｖ－２）で示さ
れる単量体の代表的なものを以下に例示する。
【０１２７】
一般式（Ｖ－１）および（Ｖ－２）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ1として
水素原子を有する化合物の代表的なものとしては、モノメチル－モノ（メトキシカルボニ
ルメチル）イタコネート、モノメチル－モノ（エトキシカルボニルメチル）イタコネート
、モノメチル－モノ（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノエチル－モノ
（エトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－プロピル）－モノ（ｎ－プロポ
キシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－ブチル）－モノ（メトキシカルボニル
メチル）イタコネート、モノ（ｎ－ブチル）－モノ（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）イ
タコネート、モノ（ｎ－ヘキシル）－モノ（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルメチル）イタ
コネート、モノ（２－エチルヘキシル）－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコネー
ト、モノメチル－モノ（２－エチルヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モ
ノメチル－モノ（ｎ－デシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2およびＲ9

としてアルキル基を有する化合物；
【０１２８】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（
２－メトキシエチル）－モノ（エトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（２－エ
トキシエチル）－モノ（ｎ－プロポキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（２－エ
トキシエチル）－モノ（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ［２－（ｎ
－ブトキシ）エチル］－モノ（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モ
ノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エチル）］－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコ
ネート、モノ［３－（ｎ－プロポキシ）プロピル］－モノ（ｎ－デシルオキシカルボニル
メチル）イタコネート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9としてアルコキシ基置換アルキ
ル基を有する化合物；
【０１２９】
モノベンジル－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（２－フェニルエ
チル）－モノ（エトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノベンジル－モノ（ｎ－ブ
トキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9としてアリー
ル基が置換したアルキル基を有する化合物；
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【０１３０】
モノシクロペンチル－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノシクロヘキ
シル－モノ（エトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノシクロヘキシル－モノ（２
－エチルヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2としてアルキル基を
、Ｒ9としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１３１】
モノフェニル－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（１－ナフチル）
－モノ（エトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノフェニル－モノ（２－エチルヘ
キシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9として
アリール基を有する化合物；
【０１３２】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（
４－クロロフェニル）－モノ（エトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（４－メ
チルフェニル）－モノ（２－エチルヘキシルオキシカルボニルカルボニルメチル）イタコ
ネート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化合物；
【０１３３】
モノメチル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノエチル
－モノ（２－エトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－プロピル）
－モノ［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート、モノ（ｎ－
ブチル）－モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート、モノ
メチル－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート、
モノ（２－エチルヘキシル）－モノ（３－メトキシプロポキシカルボニルメチル）イタコ
ネート、等のＲ2としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化
合物；
【０１３４】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネ
ート、モノ（２－メトキシエチル）－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボ
ニルメチル］イタコネート、モノ（６－エトキシヘキシル）－モノ（２－メトキシエトキ
シカルボニルメチル）イタコネート、モノ（２－エトキシエチル）－モノ（２－エトキシ
エトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ［２－（ｎ－プロポキシ）エチル］－モ
ノ［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート、等のＲ2 及びＲ

9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０１３５】
モノベンジル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（２
－フェニルエチル）－モノ［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコ
ネート、モノ（１－フェニルエチル）－モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エトキシカルボニル
メチル］イタコネート、等のＲ2 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリ
ール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０１３６】
モノフェニル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノフェ
ニル－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコネート、モ
ノ（１－ナフチル）－モノ［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメチル］イタコ
ネート、等のＲ2 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する
化合物；
【０１３７】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネ
ート、モノ（４－メチルフェニル）－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボ
ニルメチル］イタコネート、等のＲ2 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9 として
置換アリール基を有する化合物；
【０１３８】
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モノシクロヘキシル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート、モ
ノシクロヘキシル－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニルメチル］イタ
コネート、等のＲ2としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてシクロアルキル基を
有する化合物；
【０１３９】
モノメチル－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モノエチル－モノ
（１－フェニルエトキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（２－エチルヘキシル）
－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 としてアリール基が
置換したアルキル基を、Ｒ9 としてアルキル基を有する化合物；
【０１４０】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコネート、
モノ（２－エトキシエチル）－モノ（１－フェニルエトキシカルボニルメチル）イタコネ
ート、モノ（６－エトキシヘキシル）－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコ
ネート、等のＲ2 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置
換アルキル基を有する化合物；
【０１４１】
モノシクロペンチル－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モノシク
ロヘキシル－モノ（２－フェニルエトキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 と
してアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１４２】
モノフェニル－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（１－ナフ
チル）－モノ（２－フェニルエトキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 として
アリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてアリール基を有する化合物；
【０１４３】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）イタコネート、
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（１－フェニルエトキシカルボニルメチル）イタコネ
ート、等のＲ2 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 として置換アリールを有
する化合物；
【０１４４】
モノメチル－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モノエチル
－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－ブチル）－
モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 としてシクロア
ルキル基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０１４５】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）イタコネ
ート、モノ（２－エトキシエチル）－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）イ
タコネート、モノ［２－（ｎ－オクチルオキシ）エチル］－モノ（シクロヘキシルオキシ
カルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 としてシクロアルキル基を、Ｒ9 としてアル
コキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０１４６】
モノシクロペンチル－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モ
ノシクロヘキシル－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ
シクロペンチル－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ

2 及びＲ9としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１４７】
モノフェニル－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（１
－ナフチル）－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 
としてシクロアルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０１４８】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）イタコネ
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ート、モノ（４－クロロフェニル）－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）イ
タコネート、等のＲ2 としてシクロアルキル基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化
合物；
【０１４９】
モノメチル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－ヘキシル）
－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－オクチル）－モノ（フ
ェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 としてアリール基を、Ｒ9としてア
ルキル基を有する化合物；
【０１５０】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ
［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、
モノ（６－エトキシヘキシル）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等
のＲ2 としてアリール基を、Ｒ9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０１５１】
モノベンジル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノベンジル－モノ
（１－ナフトキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 としてアリール基を、Ｒ9 
としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０１５２】
モノシクロペンチル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノシクロヘ
キシル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 としてアリール基
を、Ｒ9としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１５３】
モノフェニル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（１－ナフチル
）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノフェニル－モノ（１－ナフ
トキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 及びＲ9としてアリール基を有する化
合物；
【０１５４】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ
（４－メチルフェニル）－モノ（１－ナフトキシカルボニルメチル）イタコネート、等の
Ｒ2 としてアリール基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化合物；
【０１５５】
モノメチル－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－
ヘキシル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（２－
エチルヘキシル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等の
Ｒ2 として置換アリール基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０１５６】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネ
ート、モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメ
チル）イタコネート、モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エチル］－モノ（３－メチルフ
ェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 として置換アリール基を、Ｒ9 とし
てアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０１５７】
モノベンジル－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノベン
ジル－モノ（４－ニトロフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 として置
換アリール基を、Ｒ9 としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０１５８】
モノシクロペンチル－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モ
ノシクロヘキシル－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等の
Ｒ2 として置換アリール基を、Ｒ9としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１５９】
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モノフェニル－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、モノ（１
－ナフチル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ2 
として置換アリール基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０１６０】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）イタコネ
ート、モノ（４－クロロフェニル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）イ
タコネート、等のＲ2 及びＲ9として置換アリール基を有する化合物、が挙げられる。
【０１６１】
一般式（Ｖ－１）および（Ｖ－２）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ1として
炭素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基を有する単量体の代表的
なものとしては、Ｒ1として水素原子を有する化合物の例として上掲した各種のイタコン
酸エステルにおいて、当該水素原子を炭素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるい
はフェニル基に置き換えた構造を有する各種の単量体を例示することができる。
【０１６２】
また、一般式（Ｖ－１）および（Ｖ－２）で示されるイタコン酸エステルのなかで好まし
いものは、１価の有機基であるＲ2及びＲ9として、それぞれ独立に、炭素原子数が１～８
のアルキル基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が３～８のアルコキシ基置換アルキル
基を有する化合物である。そして、これらのうちで特に好ましいものは、Ｒ1として水素
原子またはメチル基を有する化合物である。
【０１６３】
上述した好ましいイタコン酸エステルのなかの一般式（Ｖ－８）で示される単量体の具体
的なものを以下に例示する。
【０１６４】
一般式（Ｖ－８）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ5として水素原子を有する
化合物の代表的なものとしては、ビス（２－オキソプロピル）イタコネート、ビス（２－
オキソブチル）イタコネート、ビス（３－メチル－２－オキソブチル）イタコネート、ビ
ス（２－オキソペンチル）イタコネート、ビス（４－メチル－２－オキソペンチル）イタ
コネート、ビス（２－オキソデシル）イタコネート、ビス（２－オキソトリデシル）イタ
コネート、ビス（２－オキソテトラデシル）イタコネート、等のＲ6としてアルキル基を
有する化合物；
【０１６５】
ビス（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、ビス（４－エトキシ－２－オキ
ソブチル）イタコネート、ビス［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］イタコネ
ート、等のＲ6としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０１６６】
ビス（２－オキソ－４－フェノキシブチル）イタコネート、ビス［４－（４－メチルフェ
ノキシ）－２－オキソブチル］イタコネート、等のＲ6としてアリールオキシが置換した
アルキル基を有する化合物；
【０１６７】
ビス（４－ベンジルオキシ－２－オキソブチル）イタコネート、ビス［２－オキソ－４－
（２－フェニルエトキシ）ブチル］イタコネート、等のＲ6としてアラルキルオキシ基が
置換したアルキル基を有する化合物；
【０１６８】
ビス（２－オキソ－３－フェニルプロピル）イタコネート、ビス（２－オキソ－４－フェ
ニルブチル）イタコネート、等のＲ6としてアリール基が置換したアルキル基を有する化
合物；
【０１６９】
ビス（シクロペンチルカルボニルメチル）イタコネート、ビス（シクロヘキシルカルボニ
ルメチル）イタコネート、等のＲ6としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１７０】
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ビス（ベンゾイルメチル）イタコネート、ビス（１－ナフトイルメチル）イタコネート、
等のＲ6としてアリール基を有する化合物等が挙げられる。
【０１７１】
一般式（Ｖ－８）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ5として炭素原子数が１～
１２なるアルキル基またはフェニル基を含有する化合物の代表的なものとしては、Ｒ5と
して水素原子を有する化合物の例として上掲した各種のイタコン酸エステルにおいて、当
該水素原子を炭素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基に置き換え
た構造を有する化合物が挙げられる。
【０１７２】
一般式（Ｖ－８）で示されるイタコン酸エステルとして例示した各種の化合物なかで好ま
しいものは、１価の有機基Ｒ6として炭素原子数が１～８のアルキル基を有し、且つ、Ｒ5

として水素原子または炭素原子数が１～５のアルキル基を有する化合物である。これらの
なかでより好ましいものは、Ｒ5として水素原子を有する化合物である。最も好ましいも
のは、Ｒ5として水素原子を有し、且つ、Ｒ6としてメチル基を有する化合物である。
【０１７３】
上述した好ましいイタコン酸エステルのなかの一般式（Ｖ－５）および（Ｖ－６）で示さ
れる単量体の代表的なものを以下に例示する。
【０１７４】
一般式（Ｖ－５）および（Ｖ－６）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ5 として
水素原子を有する化合物の代表的なものとしては、モノメチル－モノ（２－オキソプロピ
ル）イタコネート、モノ（２－エチルヘキシル）－モノ（２－オキソプロピル）イタコネ
ート、モノメチル－モノ（２－オキソブチル）イタコネート、モノエチル－モノ（２－オ
キソプロピル）イタコネート、モノエチル－モノ（２－オキソブチル）イタコネート、モ
ノ（ｎ－ヘキシル）－モノ（２－オキソオクチル）イタコネート、モノメチル－モノ（２
－オキソデシル）イタコネート、等のＲ6およびＲ9としてアルキル基を有する化合物；
【０１７５】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（２－オキソプロピル）イタコネート、モノ（６－エ
トキシヘキシル）－モノ（２－オキソプロピル）イタコネート、モノ（２－メトキシエチ
ル）－モノ（２－オキソブチル）イタコネート、モノ（２－エトキシエチル）－モノ（２
－オキソペンチル）イタコネート、モノ（２－エトキシエチル）－モノ（２－オキソヘキ
シル）イタコネート、モノ［３－（ｎ－プロポキシ）プロピル］－モノ（２－オキソデシ
ル）イタコネート、等のＲ6 としてアルキル基を、Ｒ9としてアルコキシ基置換アルキル
基を有する化合物；
【０１７６】
モノベンジル－モノ（２－オキソプロピル）イタコネート、モノベンジル－モノ（２－オ
キソブチル）イタコネート、モノ（２－フェニルエチル）－モノ（２－オキソブチル）イ
タコネート、等のＲ6 としてアルキル基を、Ｒ9 としてアリール基が置換したアルキル基
を有する化合物；
【０１７７】
モノシクロペンチル－モノ（２－オキソプロピル）イタコネート、モノシクロヘキシル－
モノ（２－オキソブチル）イタコネート、モノシクロヘキシル－モノ（２－オキソデシル
）イタコネート、の如きＲ6としてアルキル基を、Ｒ9としてシクロアルキル基を有する化
合物；
【０１７８】
モノフェニル－モノ（２－オキソプロピル）イタコネート、モノ（１－ナフチル）－モノ
（２－オキソブチル）イタコネート、モノフェニル－モノ（２－オキソペンチル）イタコ
ネート、モノフェニル－モノ（２－オキソデシル）イタコネート、等のＲ6 としてアルキ
ル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０１７９】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（２－オキソプロピル）イタコネート、モノ（４－ク
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ロロフェニル）－モノ（２－オキソブチル）イタコネート、モノ（４－ニトロフェニル）
－モノ（２－オキソデシル）イタコネート、等のＲ6としてアルキル基を、Ｒ9として置換
アリール基を有する化合物；
【０１８０】
モノメチル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、モノ（２－エチル
ヘキシル）－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、モノエチル－モノ
（４－エトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、モノ（ｎ－ヘキシル）－モノ（５－
メトキシ－２－オキソペンチル）イタコネート、等のＲ6 としてアルコキシ基置換アルキ
ル基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０１８１】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、
モノ（２－エトキシエチル）－モノ（４－エトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、
モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（４－ブトキシ－２－オキソブチル）イタコ
ネート、等のＲ6 およびＲ9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０１８２】
モノベンジル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、モノベンジル－
モノ（４－エトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、モノ（２－フェニルエチル）－
モノ［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］イタコネート、等のＲ6 としてアル
コキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物
；
【０１８３】
モノフェニル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、モノ（１－ナフ
チル）－モノ［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］イタコネート、モノフェニ
ル－モノ［４－（ｎ－ブトキシ）－２－オキソブチル］イタコネート、等のＲ6 としてア
ルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０１８４】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（４－エトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、
モノ（４－クロロフェニル）－モノ［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］イタ
コネート、等のＲ6 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9 として置換アリール基を
有する化合物；
【０１８５】
モノシクロヘキシル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）イタコネート、モノシク
ロペンチル－モノ［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］イタコネート、等のＲ

6 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9 としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１８６】
モノメチル－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）イタコネート、モノエチル－モ
ノ（２－オキソ－３－フェニルブチル）イタコネート、モノ（２－エチルヘキシル）－モ
ノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）イタコネート、等のＲ6 としてアリール基が置
換したアルキル基を、Ｒ9 としてアルキル基を有する化合物；
【０１８７】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）イタコネート
、モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（２－オキソ－４－フェニルブチル）イタ
コネート、等のＲ6 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてアルコキシ基
置換アルキル基を有する化合物；
【０１８８】
モノシクロペンチル－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）イタコネート、モノシ
クロヘキシル－モノ（２－オキソ－４－フェニルブチル）イタコネート、等のＲ6 として
アリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０１８９】
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モノフェニル－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）イタコネート、モノフェニル
－モノ（２－オキソ－３－フェニルブチル）イタコネート、モノ（１－ナフチル）－モノ
（２－オキソ－４－フェニルブチル）イタコネート、等のＲ6 としてアリール基が置換し
たアルキル基を、Ｒ9 としてアリール基を有する化合物；
【０１９０】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）イタコネート
、モノ（４－メチルフェニル）－モノ（２－オキソ－３－フェニルブチル）イタコネート
、モノ（４－クロロフェニル）－モノ（２－オキソ－４－フェニルブチル）イタコネート
、等のＲ6 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 として置換アリール基を有す
る化合物；
【０１９１】
モノメチル－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）イタコネート、モノエチル－モノ
（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、モノ（ｎ－ブチル）－モノ（シクロ
ヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ6 としてシクロアルキル基を、Ｒ9 と
してアルキル基を有する化合物；
【０１９２】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）イタコネート、
モノ（２－エトキシエチル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、
モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコ
ネート、等のＲ6 としてシクロアルキル基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置換アルキル基を
有する化合物；
【０１９３】
モノシクロペンチル－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）イタコネート、モノシク
ロヘキシル－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、モノシクロペンチ
ル－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ6 およびＲ9として
シクロアルキル基を有する化合物；
【０１９４】
モノフェニル－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）イタコネート、モノ（１－ナフ
チル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ6 としてシクロ
アルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０１９５】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）イタコネート、
モノ（４－クロロフェニル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、
モノ（４－ニトロフェニル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）イタコネート、
等のＲ6 としてシクロアルキル基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化合物；
【０１９６】
モノメチル－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノエチル－モノ（ベンゾイルメ
チル）イタコネート、モノメチル－モノ（１－ナフチルカルボニルメチル）イタコネート
、モノメチル－モノ（２－ナフチルカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ6 としてア
リール基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０１９７】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（２－エト
キシエチル）－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エ
チル］－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（２－メトキシエチル）－モノ（
１－ナフチルカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ6 としてアリール基を、Ｒ9とし
てアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０１９８】
モノベンジル－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノベンジル－モノ（１－ナフ
チルカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ6 としてアリール基を、Ｒ9 としてアリー
ル基が置換したアルキル基を有する化合物；
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【０１９９】
モノシクロペンチル－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノシクロヘキシル－モ
ノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノシクロヘキシル－モノ（１－ナフチルカルボ
ニルメチル）イタコネート、等のＲ6 としてアリール基を、Ｒ9としてシクロアルキル基
を有する化合物；
【０２００】
モノフェニル－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（１－ナフチル）－モノ（
ベンゾイルメチル）イタコネート、モノフェニル－モノ（１－ナフチルカルボニルメチル
）イタコネート、等のＲ6 およびＲ9としてアリール基を有する化合物；
【０２０１】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（４－クロ
ロフェニル）－モノ（ベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（４－メチルフェニル）－
モノ（１－ナフチルカルボニルメチル）イタコネート、等のＲ6 としてアリール基を、Ｒ

9として置換アリール基を有する化合物；
【０２０２】
モノメチル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノメチル－モノ（４
－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（２－エチルヘキシル）－モノ（４－メ
チルベンゾイルメチル）イタコネート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9としてア
ルキル基を有する化合物；
【０２０３】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノ
（２－エトキシエチル）－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノ［２
－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、等の
Ｒ6 として置換アリール基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０２０４】
モノベンジル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノベンジル－モノ
（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノベンジル－モノ（４－ニトロベンゾ
イルメチル）イタコネート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9 としてアリール基が
置換したアルキル基を有する化合物；
【０２０５】
モノシクロペンチル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノシクロヘ
キシル－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノシクロオクチル－モノ
（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノシクロヘキシル－モノ（４－ニトロ
ベンゾイルメチル）イタコネート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9としてシクロ
アルキル基を有する化合物；
【０２０６】
モノフェニル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノフェニル－モノ
（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（１－ナフチル）－モノ（４－メチ
ルベンゾイルメチル）イタコネート、モノフェニル－モノ（４－ニトロベンゾイルメチル
）イタコネート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合
物；
【０２０７】
モノ（３－メチルフェニル）－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノ
（４－メチルフェニル）－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、モノ（４
－クロロフェニル）－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）イタコネート、等のＲ6 およ
びＲ9としてとして置換アリール基を有する化合物、が挙げられる。
【０２０８】
一般式（Ｖ－５）および（Ｖ－６）で示されるイタコン酸エステルのなかで、Ｒ5として
炭素原子数が１～１２なるアルキル基またはフェニル基を含有する化合物の代表的なもの
としては、Ｒ5として水素原子を有する化合物の例として上掲した各種のイタコン酸エス
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テルにおいて、当該水素原子を炭素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるいはフェ
ニル基に置き換えた構造を有する化合物が挙げられる。
【０２０９】
一般式（Ｖ－５）および（Ｖ－６）で示されるイタコン酸エステルとして例示した各種の
化合物なかで好ましいものは、１価の有機基Ｒ6として炭素原子数が１～８のアルキル基
を、Ｒ5として水素原子または炭素原子数が１～５のアルキル基を有し、且つ、Ｒ9として
炭素原子数が１～８のアルキル基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が１～８のアルコ
キシ基置換アルキル基を有するものである。これらのなかで、より好ましいものは、Ｒ5

として水素原子を有する化合物である。最も好ましいものは、Ｒ5として水素原子を有し
、且つ、Ｒ6としてメチル基を有する化合物である。
【０２１０】
一般式（VI）で示される単量体のなかの好ましいものの一つである一般式（VI-４）で示
される単量体の代表的なものを、以下に例示する。
【０２１１】
一般式（VI－４）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ1として水素原子を有する単
量体の代表的なものとしては、ビス（メトキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（エ
トキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（ｎ－プロポキシカルボニルメチル）フマレ
ート、ビス（ｉｓｏ－プロポキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（ｎ－ブトキシカ
ルボニルメチル）フマレート、ビス（ｉｓｏ－ブトキシカルボニルメチル）フマレート、
ビス（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（ｎ－オクチルオキシカ
ルボニルメチル）フマレート、ビス（ｎ－ドデシルオキシカルボニルメチル）フマレート
、等のＲ2としてアルキル基を有する化合物；
【０２１２】
ビス（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（２－エトキシエトキ
シカルボニルメチル）フマレート、ビス［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメ
チル］フマレート、ビス［２－（ｎ－ブトキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート
、ビス［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート、ビス（６
－エトキシヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（３－メトキシプロポキ
シカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2としてアルコキシ基置換アルキル基を有する
化合物；
【０２１３】
ビス（２－フェノキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、ビス［２－（４－メチル
フェノキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート、等のＲ2としてアリールオキシ基
が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２１４】
ビス（２－ベンジルオキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、ビス［２－（２－フ
ェニルエトキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート、等のＲ2としてアラルキルオ
キシ基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２１５】
ビス（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（１－フェニルエトキシカル
ボニルメチル）フマレート、ビス（２－フェニルエトキシカルボニルメチル）フマレート
、等のＲ2としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２１６】
ビス（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（シクロヘキシルオキ
シカルボニルメチル）フマレート、ビス（４－メチルシクロヘキシルオキシカルボニルメ
チル）フマレート、等のＲ2としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２１７】
ビス（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（１－ナフトキシカルボニルメチ
ル）フマレート、ビス（２－ナフトキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2として
アリール基を有する化合物；
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【０２１８】
ビス（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、ビス（４－メチルフェノキ
シカルボニルメチル）フマレート、ビス（４－ニトロフェノキシカルボニルメチル）フマ
レート、等のＲ2として置換アリール基を有する化合物等が挙げられる。
【０２１９】
一般式（VI－４）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ1としてメチル基を有する単
量体の代表的なものとしては、ビス（１－メトキシカルボニルエチル）フマレート、ビス
（１－エトキシカルボニルエチル）フマレート、ビス［１－（ｎ－プロポキシカルボニル
）エチル］フマレート、ビス［１－（ｉｓｏ－プロポキシカルボニル）エチル］フマレー
ト、ビス［１－（ｎ－ブトキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス［１－（ｉｓｏ－
ブトキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス［１－（ｎ－ヘキシルオキシカルボニル
）エチル］フマレート、ビス［１－（ｎ－オクチルオキシカルボニル）エチル］フマレー
ト、ビス［１－（ｎ－デシルオキシカルボニル）エチル］フマレート、等のＲ2としてア
ルキル基を有する化合物；
【０２２０】
ビス［１－（２－メトキシエトキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス［１－（２－
エトキシエトキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス｛１－［２－（ｎ－プロポキシ
）エトキシカルボニル］エチル｝フマレート、ビス｛１－［２－（ｎ－ブトキシ）エトキ
シカルボニル］エチル｝フマレート、ビス｛１－［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシ
カルボニル］エチル｝フマレート、ビス［１－（３－メトキシプロポキシカルボニル）エ
チル］フマレート、等のＲ2としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０２２１】
ビス［１－（２－フェノキシエトキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス｛１－［２
－（４－メチルフェノキシ）エトキシカルボニル］エチル｝フマレート、等のＲ2として
アリールオキシ基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２２２】
ビス［１－（２－ベンジルオキシエトキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス｛１－
［２－（２－フェニルエトキシ）エトキシカルボニル］エチル｝フマレート、等のＲ2と
してアラルキルオキシ基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２２３】
ビス（１－ベンジルオキシカルボニルエチル）フマレート、ビス［１－（１－フェニルエ
トキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス［１－（２－フェニルエトキシカルボニル
）エチル］フマレート、等のＲ2としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物
；
【０２２４】
ビス（１－シクロペンチルオキシカルボニルエチル）フマレート、ビス（１－シクロヘキ
シルオキシカルボニルエチル）フマレート、ビス［１－（４－メチルシクロヘキシルオキ
シカルボニル）エチル］フマレート、等のＲ2としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２２５】
ビス（１－フェノキシカルボニルエチル）フマレート、ビス［１－（１－ナフトキシカル
ボニル）エチル］フマレート、ビス［１－（２－ナフトキシカルボニル）エチル］フマレ
ート、等のＲ2としてアリール基を有する化合物；
【０２２６】
ビス［１－（３－メチルフェノキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス［１－（４－
メチルフェノキシカルボニル）エチル］フマレート、ビス［１－（４－ニトロフェノキシ
カルボニル）エチル］フマレート、等のＲ2として置換アリール基を有する化合物、が挙
げられる。
【０２２７】
一般式（VI－４）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ1として炭素原子数が２～１
２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基を有する単量体の代表的なものとしては、Ｒ
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1としてメチル基を含有するものの例として上掲した各種のフマル酸エステルにおいて、
当該メチル基を炭素原子数が２～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基に置き換
えた構造を有する各種の単量体を例示することができる。
【０２２８】
一般式（VI－４）で示されるマレイン酸エステルの具体的なものとしては、一般式（VI－
４）で示されるフマル酸エステルの代表的なものとして上掲した各種の化合物に対応する
各種のマレイン酸エステルが挙げられる。
【０２２９】
一般式（VI－４）で示されるメサコン酸エステルの具体的なものとしては、一般式（VI－
４）においてＸが水素原子であるフマル酸エステルの代表的なものとして上掲した各種の
化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換えた構造を有する各種の化合物挙げられ
る。
【０２３０】
一般式（VI－４）で示されるシトラコン酸エステルの具体的なものとしては、一般式（VI
－４）においてＸが水素原子であるマレイン酸エステルの代表的なものとして上掲した各
種の化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換えた構造を有する各種の化合物が挙
げられる。
【０２３１】
一般式（VI－４）で示される各種の不飽和ジカルボン酸エステルなかで好ましいものは、
１価の有機基であるＲ2が、炭素原子数が１～８のアルキル基またはアルコキシ基を含む
炭素原子数が３～８のアルコキシ基置換アルキル基であり、且つ、Ｒ1が水素原子または
炭素原子数が１～５のアルキル基有する化合物である。これらのなかでより好ましいもの
は、Ｒ1として水素原子またはメチル基を有する化合物である。かかる一般式（VI－４）
で示される各種の不飽和ジカルボン酸エステル類のなかで、特に好ましいものは、Ｘとし
て水素原子を有するフマル酸エステルまたはマレイン酸エステルである。
【０２３２】
一般式（VI）で示される単量体のなかの好ましいものの一つである一般式（VI-１）およ
び（VI－２）で示される単量体の代表的なものを、以下に例示する。
【０２３３】
一般式（VI-１）および（VI－２）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ1として水素
原子を有する化合物の代表的なものとしては、モノメチル－モノ（メトキシカルボニルメ
チル）フマレート、モノメチル－モノ（エトキシカルボニルメチル）フマレート、モノメ
チル－モノ（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）フマレート、モノエチル－モノ（エトキシ
カルボニルメチル）フマレート、モノ（ｎ－プロピル）－モノ（ｎ－プロポキシカルボニ
ルメチル）フマレート、モノ（ｎ－ブチル）－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレ
ート、モノ（ｎ－ブチル）－モノ（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（
ｎ－ヘキシル）－モノ（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－
エチルヘキシル）－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレート、モノメチル－モノ（
２－エチルヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノメチル－モノ（ｎ－デシ
ルオキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2およびＲ9としてアルキル基を有する化
合物；
【０２３４】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２
－メトキシエチル）－モノ（エトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－エトキ
シエチル）－モノ（エトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－エトキシエチル
）－モノ（ｎ－プロポキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－エトキシエチル）
－モノ（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エチ
ル］－モノ（ｎ－ヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（４－エトキシブ
チル）－モノ（２－エチルヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノ［２－（
ｎ－ヘキシルオキシ）エチル）］－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ
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［３－（ｎ－プロポキシ）プロピル］－モノ（ｎ－デシルオキシカルボニルメチル）フマ
レート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化
合物；
【０２３５】
モノベンジル－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－フェニルエチ
ル）－モノ（エトキシカルボニルメチル）フマレート、モノベンジル－モノ（ｎ－ブトキ
シカルボニルメチル）フマレート、モノベンジル－モノ（２－エチルヘキシルオキシカル
ボニルメチル）フマレート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9としてアリール基が置換し
たアルキル基を有する化合物；
【０２３６】
モノシクロペンチル－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレート、モノシクロヘキシ
ル－モノ（エトキシカルボニルメチル）フマレート、モノシクロヘキシル－モノ（２－エ
チルヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9と
してシクロアルキル基を有する化合物；
【０２３７】
モノフェニル－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（１－ナフチル）－
モノ（エトキシカルボニルメチル）フマレート、モノフェニル－モノ（ｎ－ブトキシカル
ボニルメチル）フマレート、モノフェニル－モノ（２－エチルヘキシルオキシカルボニル
メチル）フマレート、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物
；
【０２３８】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（メトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（４
－クロロフェニル）－モノ（エトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（４－メチル
フェニル）－モノ（２－エチルヘキシルオキシカルボニルカルボニルメチル）フマレート
、等のＲ2としてアルキル基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化合物；
【０２３９】
モノメチル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、モノエチル－
モノ（２－エトキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（ｎ－プロピル）－モ
ノ［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート、モノ（２－エチル
ヘキシル）－モノ（３－メトキシプロポキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2と
してアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０２４０】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）フマレー
ト、モノ（２－メトキシエチル）－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニ
ルメチル］フマレート、モノ（６－エトキシヘキシル）－モノ（２－メトキシエトキシカ
ルボニルメチル）フマレート、モノ（３－メトキシプロピル）－モノ（３－メトキシプロ
ポキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 及びＲ9としてアルコキシ基置換アルキ
ル基を有する化合物；
【０２４１】
モノベンジル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－
フェニルエチル）－モノ［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレー
ト、モノ（１－フェニルエチル）－モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エトキシカルボニルメチ
ル］フマレート、モノベンジル－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニル
メチル］フマレート、等のＲ2 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリー
ル基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２４２】
モノフェニル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、モノフェニ
ル－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート、モノ（
１－ナフチル）－モノ［２－（ｎ－プロポキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート
、等のＲ2 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物
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；
【０２４３】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）フマレー
ト、モノ（４－メチルフェニル）－モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エトキシカルボニ
ルメチル］フマレート、モノ（４－クロロフェニル）－モノ［２－（ｎ－プロポキシ）エ
トキシカルボニルメチル］フマレート、等のＲ2 としてアルコキシ基置換アルキル基を、
Ｒ9 として置換アリール基を有する化合物；
【０２４４】
モノシクロヘキシル－モノ（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ
シクロヘキシル－モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エトキシカルボニルメチル］フマレート、
等のＲ2 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9 としてシクロアルキル基を有する化
合物；
【０２４５】
モノメチル－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノエチル－モノ（
１－フェニルエトキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－エチルヘキシル）－モ
ノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 としてアリール基が置換し
たアルキル基を、Ｒ9 としてアルキル基を有する化合物；
【０２４６】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート、モ
ノ（２－エトキシエチル）－モノ（１－フェニルエトキシカルボニルメチル）フマレート
、モノ（６－エトキシヘキシル）－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート
、等のＲ2 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置換アル
キル基を有する化合物；
【０２４７】
モノシクロペンチル－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノモノシ
クロヘキシル－モノ（２－フェニルエトキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 と
してアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２４８】
モノフェニル－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（１－ナフチ
ル）－モノ（２－フェニルエトキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 としてアリ
ール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてアリール基を有する化合物；
【０２４９】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（ベンジルオキシカルボニルメチル）フマレート、モ
ノ（４－メチルフェニル）－モノ（１－フェニルエトキシカルボニルメチル）フマレート
、等のＲ2 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 として置換アリールを有する
化合物；
【０２５０】
モノメチル－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノエチル－
モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－エチルへキシル
）－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 としてシクロ
アルキル基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０２５１】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）フマレー
ト、モノ［２－（ｎ－オクチルオキシ）エチル］－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニ
ルメチル）フマレート、等のＲ2 としてシクロアルキル基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置
換アルキル基を有する化合物；
【０２５２】
モノシクロペンチル－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノ
シクロヘキシル－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノシク
ロペンチル－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 及び
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Ｒ9としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２５３】
モノフェニル－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（１－
ナフチル）－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 とし
てシクロアルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０２５４】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（シクロペンチルオキシカルボニルメチル）フマレー
ト、モノ（４－クロロフェニル）－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）フマ
レート、モノ（４－ニトロフェニル）－モノ（シクロヘキシルオキシカルボニルメチル）
フマレート、等のＲ2 としてシクロアルキル基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化
合物；
【０２５５】
モノメチル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（ｎ－ヘキシル）－
モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノメチル－モノ（１－ナフトキシカ
ルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 としてアリール基を、Ｒ9としてアルキル基を有
する化合物；
【０２５６】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ［
２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ
（６－エトキシヘキシル）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 
としてアリール基を、Ｒ9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０２５７】
モノベンジル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノベンジル－モノ（
１－ナフトキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 としてアリール基を、Ｒ9 とし
てアリール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２５８】
モノシクロペンチル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノシクロヘキ
シル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノシクロヘキシル－モノ（１
－ナフトキシカルボニルメチル）フマレート、等Ｒ2 としてアリール基を、Ｒ9としてシ
クロアルキル基を有する化合物；
【０２５９】
モノフェニル－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（１－ナフチル）
－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノフェニル－モノ（１－ナフトキ
シカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 及びＲ9としてアリール基を有する化合物；
【０２６０】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（
４－クロロフェニル）－モノ（フェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（４－メ
チルフェニル）－モノ（１－ナフトキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 として
アリール基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化合物；
【０２６１】
モノメチル－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（ｎ－ブ
チル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（２－エチル
ヘキシル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、等Ｒ2 として
置換アリール基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０２６２】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレー
ト、モノ［２－（ｎ－ヘキシルオキシ）エチル］－モノ（３－メチルフェノキシカルボニ
ルメチル）フマレート、等のＲ2 として置換アリール基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置換
アルキル基を有する化合物；
【０２６３】
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モノベンジル－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノベンジ
ル－モノ（４－ニトロフェノキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 として置換ア
リール基を、Ｒ9 としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２６４】
モノシクロペンチル－モノ（３－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ
シクロヘキシル－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 
として置換アリール基を、Ｒ9としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２６５】
モノフェニル－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、モノ（１－
ナフチル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレート、等のＲ2 とし
て置換アリール基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０２６６】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマレー
ト、モノ（４－クロロフェニル）－モノ（４－メチルフェノキシカルボニルメチル）フマ
レート、等のＲ2 及びＲ9として置換アリール基を有する化合物、が挙げられる。
【０２６７】
一般式（VI－１）および（VI－２）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ1として炭
素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基を有する単量体の代表的な
ものとしては、Ｒ1として水素原子を有する化合物の例として上掲した各種のフマル酸エ
ステルにおいて、当該水素原子を炭素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるいはフ
ェニル基に置き換えた構造を有する各種の単量体を例示することができる。
【０２６８】
一般式（VI－１）および（VI－２）で示されるマレイン酸エステルの具体的なものとして
は、一般式（VI－１）および（VI－２）で示されるフマル酸エステルの代表的なものとし
て上掲した各種の化合物に対応するマレイン酸エステルが挙げられる。
【０２６９】
一般式（VI－１）および（VI－２）で示されるメサコン酸エステルの具体的なものとして
は、一般式（VI－１）および（VI－２）においてＸが水素原子であるフマル酸エステルの
代表的なものとして上掲した各種の化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換えた
構造を有する各種の化合物挙げられる。
【０２７０】
一般式（VI－１）および（VI－２）で示されるシトラコン酸エステルの具体的なものとし
ては、一般式（VI－１）および（VI－２）においてＸが水素原子であるマレイン酸エステ
ルの代表的なものとして上掲した各種の化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換
えた構造を有する各種の化合物挙げられる。
【０２７１】
一般式（VI－１）および（VI－２）で示される各種の不飽和ジカルボン酸エステルなかで
好ましいものは、１価の有機基であるＲ2が、炭素原子数が１～８のアルキル基またはア
ルコキシ基を含む炭素原子数が３～８のアルコキシ基置換アルキル基であり、且つ、Ｒ1

が水素原子または炭素原子数が１～５のアルキル基有する化合物である。これらのなかで
より好ましいものは、Ｒ1として水素原子またはメチル基を有する化合物である。一般式
（VI－１）および（VI－２）で示される各種の不飽和ジカルボン酸エステル類のなかで、
特に好ましいものは、Ｘとして水素原子を有するフマル酸エステルおよびマレイン酸エス
テルである。
【０２７２】
一般式（VI）で示される単量体のなかの好ましいものの一つである一般式（VI-８）で示
される単量体の代表的なものを、以下に例示する。
【０２７３】
一般式（VI－８）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ5として水素原子を有する化
合物の代表的なものとしては、ビス（２－オキソプロピル）フマレート、ビス（２－オキ
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ソブチル）フマレート、ビス（３－メチル－２－オキソブチル）フマレート、ビス（２－
オキソペンチル）フマレート、ビス（４－メチル－２－オキソペンチル）フマレート、ビ
ス（２－オキソデシル）フマレート、ビス（２－オキソトリデシル）フマレート、ビス（
２－オキソテトラデシル）フマレート、等のＲ6としてアルキル基を有する化合物；
【０２７４】
ビス（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、ビス（４－エトキシ－２－オキソ
ブチル）フマレート、ビス［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］フマレート、
等のＲ6としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０２７５】
ビス（２－オキソ－４－フェノキシブチル）フマレート、ビス［４－（４－メチルフェノ
キシ）－２－オキソブチル］フマレート、等のＲ6としてアリールオキシが置換したアル
キル基を有する化合物；
【０２７６】
ビス（４－ベンジルオキシ－２－オキソブチル）フマレート、ビス［２－オキソ－４－（
２－フェニルエトキシ）ブチル］フマレート、等のＲ6としてアラルキルオキシ基が置換
したアルキル基を有する化合物；
【０２７７】
ビス（２－オキソ－３－フェニルプロピル）フマレート、ビス（２－オキソ－４－フェニ
ルブチル）フマレート、等のＲ6としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物
；
【０２７８】
ビス（シクロペンチルカルボニルメチル）フマレート、ビス（シクロヘキシルカルボニル
メチル）フマレート、等のＲ6としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２７９】
ビス（ベンゾイルメチル）フマレート、ビス（１－ナフトイルメチル）フマレート、等の
Ｒ6としてアリール基を有する化合物、が挙げられる。
【０２８０】
一般式（VI－８）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ5として炭素原子数が１～１
２なるアルキル基またはフェニル基を含有する化合物の代表的なものとしては、Ｒ5とし
て水素原子を有する化合物の例として上掲した各種のフマル酸エステルにおいて、当該水
素原子を炭素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル基に置き換えた構
造を有する化合物が挙げられる。
【０２８１】
一般式（VI－８）で示されるマレイン酸エステルの具体的なものとしては、一般式（VI－
８）で示されるフマル酸エステルの代表的なものとして上掲した各種の化合物に対応する
マレイン酸エステルが挙げられる。
【０２８２】
一般式（VI－８）で示されるメサコン酸エステルの具体的なものとしては、一般式（VI－
８）においてＸが水素原子であるフマル酸エステルの代表的なものとして上掲した各種の
化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換えた構造を有する各種の化合物挙げられ
る。
【０２８３】
一般式（VI－８）で示されるシトラコン酸エステルの具体的なものとしては、一般式（VI
－８）においてＸが水素原子であるマレイン酸エステルの代表的なものとして上掲した各
種の化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換えた構造を有する各種の化合物挙げ
られる。
【０２８４】
一般式（VI－８）で示される不飽和ジカルボン酸エステルとして例示した各種の化合物な
かで好ましいものは、１価の有機基Ｒ6として炭素原子数が１～８のアルキル基を有し、
且つ、Ｒ5として水素原子または炭素原子数が１～５のアルキル基を有する化合物である
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。これらのなかでより好ましいものは、Ｒ5として水素原子を有する化合物である。最も
好ましいものは、Ｒ5として水素原子を有し、且つ、Ｒ6としてメチル基を有する化合物で
ある。一般式（VI－８）で示される各種の不飽和ジカルボン酸エステル類のなかで、特に
好ましいものは、Ｘとして水素原子を有するフマル酸エステルまたはマレイン酸エステル
である。
【０２８５】
上述した好ましい不飽和ジカルボン酸エステルのなかの一般式（VI－５）および（VI－６
）で示される単量体の代表的なものを以下に例示する。
【０２８６】
一般式（VI－５）および（VI－６）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ5 として水
素原子を有する化合物の代表的なものとしては、モノメチル－モノ（２－オキソプロピル
）フマレート、モノ（２－エチルヘキシル）－モノ（２－オキソプロピル）フマレート、
モノメチル－モノ（２－オキソブチル）フマレート、モノエチル－モノ（２－オキソプロ
ピル）フマレート、モノエチル－モノ（２－オキソブチル）フマレート、モノ（ｎ－ヘキ
シル）－モノ（２－オキソオクチル）フマレート、モノメチル－モノ（２－オキソデシル
）フマレート、等のＲ6およびＲ9としてアルキル基を有する化合物；
【０２８７】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（２－オキソプロピル）フマレート、モノ（６－エト
キシヘキシル）－モノ（２－オキソプロピル）フマレート、モノ（２－メトキシエチル）
－モノ（２－オキソブチル）フマレート、モノ（２－エトキシエチル）－モノ（２－オキ
ソペンチル）フマレート、モノ（２－エトキシエチル）－モノ（２－オキソヘキシル）フ
マレート、モノ［３－（ｎ－プロポキシ）プロピル］－モノ（２－オキソデシル）フマレ
ート、等のＲ6 としてアルキル基を、Ｒ9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化
合物；
【０２８８】
モノベンジル－モノ（２－オキソプロピル）フマレート、モノベンジル－モノ（２－オキ
ソブチル）フマレート、モノ（２－フェニルエチル）－モノ（２－オキソブチル）フマレ
ート、等のＲ6 としてアルキル基を、Ｒ9 としてアリール基が置換したアルキル基を有す
る化合物；
【０２８９】
モノシクロペンチル－モノ（２－オキソプロピル）フマレート、モノシクロヘキシル－モ
ノ（２－オキソブチル）フマレート、モノシクロヘキシル－モノ（２－オキソデシル）フ
マレート、等のＲ6としてアルキル基を、Ｒ9としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２９０】
モノフェニル－モノ（２－オキソプロピル）フマレート、モノ（１－ナフチル）－モノ（
２－オキソブチル）フマレート、モノフェニル－モノ（２－オキソペンチル）フマレート
、モノフェニル－モノ（２－オキソデシル）フマレート、等のＲ6 としてアルキル基を、
Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０２９１】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（２－オキソプロピル）フマレート、モノ（４－クロ
ロフェニル）－モノ（２－オキソブチル）フマレート、等のＲ6としてアルキル基を、Ｒ9

として置換アリール基を有する化合物；
【０２９２】
モノメチル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノ（２－エチルヘ
キシル）－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノエチル－モノ（４
－エトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノ（ｎ－ヘキシル）－モノ（５－メトキ
シ－２－オキソペンチル）フマレート、等のＲ6 としてアルコキシ基置換アルキル基を、
Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０２９３】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モ



(43) JP 4611561 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

ノ（２－エトキシエチル）－モノ（４－エトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノ
［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（４－ブトキシ－２－オキソブチル）フマレート
、等のＲ6 およびＲ9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０２９４】
モノベンジル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノベンジル－モ
ノ（４－エトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノ（２－フェニルエチル）－モノ
［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］フマレート、等のＲ6 としてアルコキシ
基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０２９５】
モノフェニル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノ（１－ナフチ
ル）－モノ［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］フマレート、モノフェニル－
モノ［４－（ｎ－ブトキシ）－２－オキソブチル］フマレート、等のＲ6 としてアルコキ
シ基置換アルキル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０２９６】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モ
ノ（４－メチルフェニル）－モノ（４－エトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノ
（４－クロロフェニル）－モノ［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］フマレー
ト、等のＲ6 としてアルコキシ基置換アルキル基を、Ｒ9 として置換アリール基を有する
化合物；
【０２９７】
モノシクロヘキシル－モノ（４－メトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノシクロ
ヘキシル－モノ（４－エトキシ－２－オキソブチル）フマレート、モノシクロペンチル－
モノ［２－オキソ－４－（ｎ－プロポキシ）ブチル］フマレート、等のＲ6 としてアルコ
キシ基置換アルキル基を、Ｒ9 としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０２９８】
モノメチル－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）フマレート、モノエチル－モノ
（２－オキソ－３－フェニルブチル）フマレート、モノ（２－エチルヘキシル）－モノ（
２－オキソ－３－フェニルプロピル）フマレート、等のＲ6 としてアリール基が置換した
アルキル基を、Ｒ9 としてアルキル基を有する化合物；
【０２９９】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）フマレート、
モノ［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（２－オキソ－４－フェニルブチル）フマレ
ート、等のＲ6 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置換
アルキル基を有する化合物；
【０３００】
モノシクロペンチル－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）フマレート、モノシク
ロヘキシル－モノ（２－オキソ－４－フェニルブチル）フマレート、等のＲ6 としてアリ
ール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 としてシクロアルキル基を有する化合物；
【０３０１】
モノフェニル－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）フマレート、モノフェニル－
モノ（２－オキソ－３－フェニルブチル）フマレート、モノ（１－ナフチル）－モノ（２
－オキソ－４－フェニルブチル）フマレート、等のＲ6 としてアリール基が置換したアル
キル基を、Ｒ9 としてアリール基を有する化合物；
【０３０２】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（２－オキソ－３－フェニルプロピル）フマレート、
モノ（４－クロロフェニル）－モノ（２－オキソ－４－フェニルブチル）フマレート、等
のＲ6 としてアリール基が置換したアルキル基を、Ｒ9 として置換アリール基を有する化
合物；
【０３０３】
モノメチル－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）フマレート、モノエチル－モノ（
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シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート、モノ（ｎ－ブチル）－モノ（シクロヘキ
シルカルボニルメチル）フマレート、等のＲ6 としてシクロアルキル基を、Ｒ9 としてア
ルキル基を有する化合物；
【０３０４】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）フマレート、モ
ノ（２－エトキシエチル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート、モノ
［２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート
、等のＲ6 としてシクロアルキル基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置換アルキル基を有する
化合物；
【０３０５】
モノシクロペンチル－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）フマレート、モノシクロ
ヘキシル－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート、モノシクロペンチル－
モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート、等のＲ6 およびＲ9としてシクロ
アルキル基を有する化合物；
【０３０６】
モノフェニル－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）フマレート、モノ（１－ナフチ
ル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート、等のＲ6 としてシクロアル
キル基を、Ｒ9としてアリール基を有する化合物；
【０３０７】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（シクロペンチルカルボニルメチル）フマレート、モ
ノ（４－クロロフェニル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート、モノ
（４－ニトロフェニル）－モノ（シクロヘキシルカルボニルメチル）フマレート、等のＲ

6 としてシクロアルキル基を、Ｒ9として置換アリール基を有する化合物；
【０３０８】
モノメチル－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノエチル－モノ（ベンゾイルメチ
ル）フマレート、モノメチル－モノ（１－ナフチルカルボニルメチル）フマレート、等の
Ｒ6 としてアリール基を、Ｒ9としてアルキル基を有する化合物；
【０３０９】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノ［２－（ｎ－
ブトキシ）エチル］－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノ（２－メトキシエチル
）－モノ（１－ナフチルカルボニルメチル）フマレート、等のＲ6 としてアリール基を、
Ｒ9としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０３１０】
モノベンジル－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノベンジル－モノ（１－ナフチ
ルカルボニルメチル）フマレート、等のＲ6 としてアリール基を、Ｒ9 としてアリール基
が置換したアルキル基を有する化合物；
【０３１１】
モノシクロペンチル－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノシクロヘキシル－モノ
（ベンゾイルメチル）フマレート、モノシクロヘキシル－モノ（１－ナフチルカルボニル
メチル）フマレート、等のＲ6 としてアリール基を、Ｒ9としてシクロアルキル基を有す
る化合物；
【０３１２】
モノフェニル－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノ（１－ナフチル）－モノ（ベ
ンゾイルメチル）フマレート、モノフェニル－モノ（１－ナフチルカルボニルメチル）フ
マレート、等のＲ6 およびＲ9としてアリール基を有する化合物；
【０３１３】
モノ（４－メチルフェニル）－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノ（４－クロロ
フェニル）－モノ（ベンゾイルメチル）フマレート、モノ（４－メチルフェニル）－モノ
（１－ナフチルカルボニルメチル）フマレート、等のＲ6 としてアリール基を、Ｒ9とし
て置換アリール基を有する化合物；
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【０３１４】
モノメチル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノエチル－モノ（４－
メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノ（２－エチルヘキシル）－モノ（４－メチル
ベンゾイルメチル）フマレート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9としてアルキル
基を有する化合物；
【０３１５】
モノ（２－メトキシエチル）－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノ［
２－（ｎ－ブトキシ）エチル］－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）フマレート、等の
Ｒ6 として置換アリール基を、Ｒ9 としてアルコキシ基置換アルキル基を有する化合物；
【０３１６】
モノベンジル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノベンジル－モノ（
４－メチルベンゾイルメチル）フマレート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9 とし
てアリール基が置換したアルキル基を有する化合物；
【０３１７】
モノシクロペンチル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノシクロヘキ
シル－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノシクロオクチル－モノ（４
－メチルベンゾイルメチル）フマレート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9として
シクロアルキル基を有する化合物；
【０３１８】
モノフェニル－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノフェニル－モノ（
４－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノ（１－ナフチル）－モノ（４－メチルベ
ンゾイルメチル）フマレート、等のＲ6 として置換アリール基を、Ｒ9としてアリール基
を有する化合物；
【０３１９】
モノ（３－メチルフェニル）－モノ（３－メチルベンゾイルメチル）フマレート、モノ（
４－クロロフェニル）－モノ（４－メチルベンゾイルメチル）フマレート、等のＲ6 およ
びＲ9としてとして置換アリール基を有する化合物、が挙げられる。
【０３２０】
一般式（VI－５）および（VI－６）で示されるフマル酸エステルのなかで、Ｒ5として炭
素原子数が１～１２なるアルキル基またはフェニル基を含有する化合物の代表的なものと
しては、Ｒ5として水素原子を有する化合物の例として上掲した各種のフマル酸エステル
において、当該水素原子を炭素原子数が１～１２なる各種のアルキル基あるいはフェニル
基に置き換えた構造を有する化合物が挙げられる。
【０３２１】
一般式（VI－５）および（VI－６）で示されるマレイン酸エステルの具体的なものとして
は、一般式（VI－５）および（VI－６）で示されるフマル酸エステルの代表的なものとし
て上掲した各種の化合物に対応するマレイン酸エステルが挙げられる。
【０３２２】
一般式（VI－５）および（VI－６）で示されるメサコン酸エステルの具体的なものとして
は、一般式（VI－５）および（VI－６）においてＸが水素原子であるフマル酸エステルの
代表的なものとして上掲した各種の化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換えた
構造を有する各種の化合物挙げられる。
【０３２３】
一般式（VI－５）および（VI－６）で示されるシトラコン酸エステルの具体的なものとし
ては、一般式（VI－５）および（VI－６）においてＸが水素原子であるマレイン酸エステ
ルの代表的なものとして上掲した各種の化合物おいて、当該水素原子をメチル基に置き換
えた構造を有する各種の化合物挙げられる。
【０３２４】
一般式（VI－５）および（VI－６）で示される不飽和ジカルボン酸エステルとして例示し
た各種の化合物なかで好ましいものは、１価の有機基Ｒ6として炭素原子数が１～８のア
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ルキル基を、Ｒ5として水素原子または炭素原子数が１～５のアルキル基を有し、且つ、
Ｒ9として炭素原子数が１～８のアルキル基またはアルコキシ基を含む炭素原子数が１～
８のアルコキシ基置換アルキル基を有するものである。これらのなかでより好ましいもの
は、Ｒ5として水素原子を有する化合物である。最も好ましいものは、Ｒ5として水素原子
を有し、且つ、Ｒ6としてメチル基を有する化合物である。一般式（VI－５）および（VI
－６）で示される各種の不飽和ジカルボン酸エステル類のなかで、特に好ましいものは、
Ｘとして水素原子を有するフマル酸エステルおよびマレイン酸エステルである。
【０３２５】
上掲した、各種の単量体の１種あるいは２種以上の混合物を重合させることにより、本発
明のビニル系樹脂（ＶＲ－１）を調製することができる。かかるビニル系樹脂（ＶＲ－１
）を調製する方法としては、塊状重合、有機溶剤中での溶液重合あるいは分散重合、水系
媒体中での懸濁重合あるは乳化重合等の公知慣用の方法を適用することができる。塊状重
合または水系媒体中で重合を行う場合には、ラジカル重合法を適用すればよい。また、有
機溶剤中で重合を行う場合には、アニオン重合法やラジカル重合法を適用することができ
る。そして、これらのなかでラジカル重合法、特に、有機溶剤中での溶液ラジカル重合法
が最も簡便であり、好ましいものである。
【０３２６】
溶液ラジカル重合法により本発明のビニル系樹脂を調製する際には、公知慣用の有機溶剤
が使用される。その代表的なものとしては、ｎ－ヘキサン、ｎ－ヘプタン、ｎ－オクタン
、シクロヘキサン、シクロペンタン、シクロオクタンの如き、脂肪族系または脂環式系の
炭化水素類；トルエン、キシレン、エチルベンゼンの如き、芳香族炭化水素類；メチルア
ルコール、エチルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、シクロヘキサノール、エチレング
リコールモノブチエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテルの如き、アルコー
ル類；酢酸エチル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸ｎ－アミル、エチレングリコールモノエチルエ
ーテルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテートの如き、エステル
類；
【０３２７】
アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルｎ－アミルケトン、シ
クロヘキサノンの如き、ケトン類；ジメトキシエタン、テトラヒドロフラン、ジオキサン
、ジイソプロピルエーテル、ジ－ｎ－ブチルエーテルの如き、エーテル類；さらには、Ｎ
－メチルピロリドン、ジメチルフォルムアミド、ジメチルアセトアミド、エチレンカーボ
ネート等が挙げられる。
【０３２８】
有機溶剤中で溶液ラジカル重合を行なう際に用いられる、ラジカル重合開始剤類としては
公知慣用の各種のものを使用できる。その代表的なものとしては、アゾビスイソブチロニ
トリル、ジベンゾイルパーオキシド、ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシベンゾエート、ｔｅｒ
ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート、ｔｅｒｔ－ブチルハイドロパーオキ
シド、ジ－ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシド、クメンハイドロパーオキシド等がなどが挙げ
られる。
【０３２９】
不飽和ジカルボン酸エステル単量体、有機溶剤およびラジカル重合開始剤からビニル系樹
脂（ＶＲ－１）を調製するには、例えば、▲１▼単量体、有機溶剤、重合開始剤の全量を
反応容器に仕込んで加熱する、▲２▼加熱した有機溶剤中に単量体と重合開始剤を添加す
る、▲３▼単量体の一部と有機溶剤の混合物を加熱し、この混合物に残りの単量体と重合
開始剤を添加する、等の各種の方法を適用することができる。
【０３３０】
重合にあたり、重合温度としては、概ね６０～１４０℃の範囲、反応時間としては、概ね
、８～５０時間程度の条件を適用すればよい。また、重合開始剤は、単量体に対して概ね
０．５～１０重量％程度使用すればよい。
【０３３１】
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次に、ビニル系樹脂（ＶＲ－２）について詳しく説明する。
ビニル系樹脂（ＶＲ－２）は、前述の如く、不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り
返し単位（Ａ）１～９９モル％、前記した（Ａ）以外のビニル単量体に由来する繰り返し
単位（Ｂ）９９～１モル％からなる重量平均分子量が１，０００～３００，０００のビニ
ル系樹脂である。そして、ビニル系樹脂（ＶＲ－２）を構成する繰り返し単位（Ａ）の具
体的なもの、および、その好ましいものはビニル系樹脂（ＶＲ－１）に導入される繰り返
し単位（Ａ）の具体的なもの、および、好ましいものとして前掲した如きものが挙げられ
る。
【０３３２】
ビニル系樹脂（ＶＲ－２）を構成する（Ａ）以外のビニル単量体に由来する繰り返し単位
（Ｂ）としては、公知慣用の各種のビニル系単量体に由来する繰り返し単位が挙げられる
。
【０３３３】
そして、かかる繰り返し単位（Ｂ）を与えるビニル系単量体の代表的なものとしては、（
メタ）アクリル酸エステル類、カルボン酸アミド基含有単量体類、カルボン酸ビニルエス
テル類、芳香族ビニル化合物等が挙げられる。
【０３３４】
これらの中で、（メタ）アクリル酸エステル類の代表的なものとしては、メチル（メタ）
アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、ｉｓ
ｏ－プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ブチル
（メタ）アクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（
メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート
の如き、炭素数が１～１８なるアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート類；シ
クロヘキシル（メタ）アクリレート、４－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシル（メタ）アク
リレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、アダマンチル（メタ）アクリレートの如
き、シクロアルキル（メタ）アクリレート類；ベンジル（メタ）アクリレート、フェニル
（メタ）アクリレートの如き、アリール基を含有する（メタ）アクリル酸エステル類；２
－メトキシエチル（メタ）アクリレート、２－エトキシエチル（メタ）アクリレートの如
きアルコキシアルキル基を含有する（メタ）アクリル酸エステル類；
【０３３５】
２－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、２－ジエチルアミノエチル（メタ）ア
クリレ－ト、３－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレートもし３－ジエチルアミノ
プロピル（メタ）アクリレート、Ｎ－［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］ピペリ
ジン、Ｎ－［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］ピロリジンもしくはＮ－［２－（
メタ）アクリロイルオキシエチル］モルホリンの如き、３級アミノ基を含有する（メタ）
アクリル酸エステル類；
【０３３６】
グリシジル（メタ）アクリレート、（β－メチル）グリシジル（メタ）アクリレートの如
き、エポキシ基を含有する（メタ）アクリル酸エステル類；トリメチルシロキシエチル（
メタ）アクリレート、トリエチルシロキシエチル（メタ）アクリレートの如き、シリルエ
ーテル基を含有する（メタ）アクリル酸エステル類；
【０３３７】
２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）ア
クリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレートの如き、水酸基を含有する（メ
タ）アクリル酸エステル類；前記した如き水酸基含有（メタ）アクリル酸エステル類とε
－カプロラクトンとを反応させて得られる、水酸基を含有する（メタ）アクリル酸エステ
ル；
【０３３８】
ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、片末端がメトキシ基等のアルコキシ
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基で封鎖されたポリエチレングリコールのモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレング
リコールモノ（メタ）アクリレート、片末端がメトキシ基等のアルコキシ基で封鎖された
ポリプロピレングリコールのモノ（メタ）アクリレートの如き、ポリエーテル鎖を含有す
る（メタ）アクリル酸エステル類；
【０３３９】
トリｉｓｏ－プロピルシリル（メタ）アクリレート、トリｎ－ブチルシリル（メタ）アク
リレート、トリｓｅｃ－ブチルシリル（メタ）アクリレートの如きシリルエステル基を含
有する（メタ）アクリル酸エステル類、等が挙げられる。
【０３４０】
カルボン酸アミド基を含有する単量体の代表的なものとしては、（メタ）アクリルアミド
、クロトン酸アミド等のＮ原子上に置換基を有しないカルボン酸アミド基含有単量体；Ｎ
－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－エトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－エトキシエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミ
ドの如き（メタ）アクリルアミド誘導体、等が挙げられる。
カルボン酸アミド基含有単量体類は、好ましくは（メタ）アクリルアミド、および（メタ
）アクリルアミド誘導体である。
【０３４１】
カルボン酸ビニルエステル類の代表的なものとしては、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル
、ブタン酸ビニル、ピバリン酸ビニル、炭素数が５～１０なる分岐したアルキル基を有す
る脂肪族モノカルボン酸類のビニルエステル、安息香酸ビニル、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチル安
息香酸ビニル等が挙げられる。
【０３４２】
芳香族ビニル化合物の代表的なものとしては、スチレン、４－メチルスチレン、４－ｔｅ
ｒｔ－ブチルスチレン、α－メチルスチレン、ジビニルベンゼン等が挙げられる。
【０３４３】
また、上掲した単量体以外にも各種の単量体を使用することができ、その代表的なものと
しては、ジメチルマレエート、ジエチルマレエート、ジエチルフマレート、ジ－ｎ－ブチ
ルフマレート、ジ－ｎ－ブチルイタコネートの如き、不飽和ジカルボン酸類と１価アルコ
ール類とのジエステル類；ジ－２－ヒドロキシエチルフマレート、モノ－２－ヒドロキシ
エチル－モノ－ｎ－ブチルフマレート、モノ－２－ヒドロキシエチル－モノ－ｎ－ブチル
フマレートの如き、水酸基を含有する不飽和ジカルボン酸エステル類；モノ－ｎ－ブチル
マレート、モノ－ｎ－ブチルフマレート、モノメチルイタコネートの如き、不飽和ジカル
ボン酸のモノエステル類：アリルグリシジルエーテル、２－ヒドロキシエチルアリルエー
テルの如きアリル化合物；
【０３４４】
（メタ）アクリル酸、クロトン酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、シトラコン、メ
サコン酸、酸無水マレイン酸、無水イタコン酸の如き不飽和カルボン酸あるいはそれらの
酸無水物；エチレン、プロピレン、１－ブテン等のオレフィン類；フッ化ビニリデン、テ
トラフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピレン、クロロトリフルオロエチレン等のフ
ルオロオレフィン類；塩化ビニル、塩化ビニリデンの如きクロロオレフィン類；エチルビ
ニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニルエーテル、４－ヒドロ
キシブチルビニルエーテル等のビニルエーテル類等が挙げられる。
【０３４５】
本発明のビニル系樹脂（ＶＲ－２）を構成する繰り返し単位の比率は、不飽和ジカルボン
酸エステルに由来する繰り返し単位（Ａ）１～９９モル％、前記した（Ａ）以外のビニル
単量体に由来する繰り返し単位（Ｂ）９９～１モル％である。
そして、かかるビニル系樹脂（ＶＲ－２）の一つの好ましい態様は、繰り返し単位（Ａ）
１～５０モル％と繰り返し単位（Ｂ）９９～５０モル％（合計１００モル％）からなる樹
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脂、好ましくは、繰り返し単位（Ａ）２～５０モル％と繰り返し単位（Ｂ）９８～５０モ
ル％（合計１００モル％）からなる樹脂、最も好ましくは繰り返し単位（Ａ）５～５０モ
ル％と繰り返し単位（Ｂ）９５～５０モル％（合計１００モル％）からなる樹脂である。
これらの態様の樹脂は、特に各種の有機溶剤への溶解性に優れることから取扱いが容易で
ある点で好ましい。またこれらの態様の樹脂は耐水性に優れる点でも好ましいものである
。
また、他の好ましい態様は、繰り返し単位（Ａ）５０～９９モル％と繰り返し単位（Ｂ）
１～５０モル％（合計１００モル％）からなる樹脂、好ましくは、繰り返し単位（Ａ）５
０～８０モル％と繰り返し単位（Ｂ）５０～２０モル％（合計１００モル％）からなる樹
脂、最も好ましくは繰り返し単位（Ａ）５０～７０モル％と繰り返し単位（Ｂ）５０～３
０モル％（合計１００モル％）からなる樹脂である。これら他の態様の樹脂は、特に活性
エステル基の含有率が高く、弱アルカリ条件下でも加水分解され易い点で好ましい。
【０３４６】
そして、かかるビニル系樹脂（ＶＲ－２）を構成する繰り返し単位（Ｂ）としては、上掲
した各種の単量体の中で、（メタ）アクリル酸エステル、カルボン酸アミド基含有単量体
、カルボン酸ビニルエステルおよび芳香族ビニル化合物から成る群より選ばれる少なくと
も一種の単量体に由来する繰り返し単位であることが好ましい。そして、（メタ）アクリ
ル酸エステルに由来する繰り返し単位としては、炭素数が１～８なるアルキル基を有する
アルキル（メタ）アクリレートあるいはシクロアルキル（メタ）アクリレートに由来する
単位が特に好ましい。
【０３４７】
船底防汚塗料用のビヒクル成分としてビニル系樹脂（ＶＲ－２）使用する場合、好ましい
ビニル系樹脂の一つとして、アルコキシ基が置換したアルキル基、ポリエーテル鎖、アミ
ド基、水酸基の如き親水性基を導入した樹脂が挙げられる。そして、ビニル系樹脂（ＶＲ
－２）に導入される親水性基を含有する繰り返し単位の代表的なものとしては、アルコキ
シ基が置換したアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル類、ポリエーテル鎖を有
する（メタ）アクリル酸エステル類、水酸基を含有する（メタ）アクリル酸エステル類、
カルボン酸アミド基含有単量体の如き、親水性を有する単量体に由来する繰り返し単位が
挙げられる。
【０３４８】
ビニル系樹脂（ＶＲ－２）に親水性基を含有する繰り返し単位を導入する場合、その導入
量としては、全繰り返し単位を基準に０．５～３０モル％、好ましくは１．０～２０モル
％程度が適切である。
【０３４９】
また、ビニル系樹脂（ＶＲ－２）のＧＰＣで測定される重量平均分子量は、１，０００～
３００，０００、好ましくは、２，０００～１５０，０００、最も好ましくは３，０００
～１００，０００の範囲である。
【０３５０】
本発明のビニル系樹脂（ＶＲ－２）を調製するには、(iii)前記した一般式（III）で示さ
れるエステル基および／または前記した一般式（IV）で示されるエステル基を含有する不
飽和ジカルボン酸エステル単量体を共重合可能なビニル系単量体と共重合せしめる方法、
(iV)イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、シトラコン酸、メサコン酸の如き不飽和ジカル
ボン酸や前記した如き不飽和ジカルボン酸のハーフエステルと共重合可能なビニル系単量
体とからカルボキシル基を含有する共重合体を予め調製し、次いで、得られた共重合体を
塩基性化合物の存在下にα－ハロカルボン酸エステル類および／またはα－ハロケトン類
と反応させる方法等を適用すればよい。かかる方法のなかで、ポリマーの精製が容易で簡
便に目的物を得ることが出来る点から、(iii)の方法が特に好ましい。
【０３５１】
（iii）なる方法で、ビニル系樹脂（ＶＲ－２）を調製するに当たり使用される当該不飽
和ジカルボン酸エステル単量体の代表的なもの、および、それらのなかで特に好ましいも
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のとしては、ビニル系樹脂（ＶＲ－１）の調製に際して使用される代表的なもの、および
、好ましいものとして例示した如きものが挙げられる。
【０３５２】
また、当該不飽和ジカルボン酸エステル単量体と共重合される単量体の代表的なものは、
ビニル系樹脂（ＶＲ－２）に導入される繰り返し単位（Ｂ）を与える単量体の具体的なも
のとして前掲した各種のものが挙げられる。
【０３５３】
当該不飽和ジカルボン酸エステル単量体並びに共重合される単量体の比率としては、得ら
れるビニル系樹脂（ＶＲ－２）を構成する不飽和ジカルボン酸エステル単量体に由来する
繰り返し単位（Ａ）の割合が、１～９９モル％、好ましくは２～８０モル％、さらに好ま
しくは５～７０モル％となるように設定すればよい。
なお、前述したビニル系樹脂（ＶＲ－２）の一つの好ましい態様を得ようとする場合には
、繰り返し単位（Ａ）の割合が１～５０モル％、好ましくは２～５０モル％、さらに好ま
しくは５～５０モル％となるように単量体比率を設定すればよく、他の好ましい態様を得
ようとする場合には、繰り返し単位（Ａ）の割合が５０～９９モル％、好ましくは５０～
８０モル％、さらに好ましくは５０～７０モル％となるように単量体比率を設定すればよ
い。
【０３５４】
そして、繰り返し単位（Ｂ）のなかで、上述した好ましい繰り返し単位をビニル系樹脂（
ＶＲ－２）に導入するには、（メタ）アクリル酸エステル、カルボン酸アミド基含有単量
体類、カルボン酸ビニルエステルおよび芳香族ビニル化合物から成る群より選ばれる少な
くとも一種の単量体を共重合する単量体として使用して重合を行えばよい。
【０３５５】
そして、より好ましい（メタ）アクリル酸アルキルエステルに由来する繰り返し単位を導
入するには、炭素数が１～８なるアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートある
いはシクロアルキル（メタ）アクリレートを共重合すればよい。また、船底防汚塗料用の
ビヒクル成分として好ましい樹脂の一つである親水性基を有する樹脂を調製するには、ア
ルコキシ基が置換したアルキル基を有する（メタ）アクリル酸エステル類、ポリエーテル
鎖を有する（メタ）アクリル酸エステル類、水酸基を有する（メタ）アクリル酸エステル
類、カルボン酸アミド基含有単量体の如き親水性基を含有する単量体を共重合すればよい
。
【０３５６】
かかる親水性基を含有する単量体を共重合する場合、ビニル系樹脂（ＶＲ－２）を構成す
る全繰り返し単位を基準に親水性基を有する繰り返し単位の割合が、０．５～３０モル％
、好ましくは１．０～２０モル％の範囲内となるように親水性基を含有する単量体を共重
合すればよい。
【０３５７】
上掲した単量体から、ビニル系樹脂（ＶＲ－２）を調製するには、ビニル系樹脂（ＶＲ－
１）を調製する場合と同様に各種の重合方法を適用できるが、有機溶剤中での溶液ラジカ
ル重合法を適用することが、簡便で特に好ましい。かかる重合法によりビニル系樹脂（Ｖ
Ｒ－２）を調製する場合の、有機溶剤の種類、重合開始剤の種類と使用量、重合温度、重
合時間、重合処方等はビニル系樹脂（ＶＲ－１）調製の場合に準じればよい。
【０３５８】
【実施例】
次に、本発明を、実施例により、一層、具体的に説明をするが、本発明は、決して、これ
らの例のみに限定されるものではない。なお、以下において、部および％は、特に断りの
無い限り、すべて、重量基準であるものとする。
【０３５９】
尚、実施例において、ビニル系樹脂の分析に使用した装置、測定条件は下記の通りである
。調製したビニル系樹脂における繰り返し単位の含有量は1Ｈ－ＮＭＲの測定データに基
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づき算出した。ビニル系樹脂の重量平均分子量はＧＰＣ測定データに基づき算出した。ま
た、ビニル系樹脂溶液の不揮発分は、樹脂溶液を１０５℃の恒温器中で３時間の乾燥を行
った際の残留物の重量に基づいて算出した。
【０３６０】

【０３６１】
実施例で使用した活性エステル基を含有する不飽和ジカルボン酸エステル単量体は下記の
通りである。
【０３６２】
１．ビス（メトキシカルボニルメチル）イタコネート（以下、ＢＭＣＭＩと略称する）：
イタコン酸カリウム塩とクロロ酢酸メチルの反応により合成した。
２．ビス（エトキシカルボニルメチル）イタコネート（以下、ＢＥＣＭＩと略称する）：
イタコン酸カリウム塩とクロロ酢酸エチルの反応により合成した。
３．ビス（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）イタコネート（以下、ＢＢＣＭＩと略称する
）：イタコン酸カリウム塩とクロロ酢酸ｎ－ブチルの反応により合成した。
４．ビス（２－メトキシエトキシカルボニルメチル）イタコネート（以下、ＢＭＥＣＭＩ
と略称する）：イタコン酸カリウム塩とクロロ酢酸２－メトキシエチルの反応により合成
した。
５．ビス（１－メトキシカルボニルエチル）イタコネート（以下、ＢＭＣＥＩと略称する
）：イタコン酸カリウム塩と２－クロロプロピオン酸メチルの反応により合成した。
【０３６３】
６．モノメチル－モノ（メトキシカルボニルメチル）イタコネート（以下、ＭＭＣＭＩと
略称する）：イタコン酸モノメチルのカリウム塩とクロロ酢酸メチルの反応により合成し
た。
７．モノメチル－モノ（ｎ－ブトキシカルボニルメチル）イタコネート（以下、ＭＢＣＭ
Ｉと略称する）：イタコン酸モノメチルのカリウム塩とクロロ酢酸ｎ－ブチルの反応によ
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り合成した。
８．ビス（２－オキソプロピル）イタコネート（以下、ＯＸＰＩと略称する）：イタコン
酸カリウム塩と１－クロロ－２－オキソプロパンの反応により合成した。
９．ビス（メトキシカルボニルメチル）フマレート（以下、ＢＭＣＭＦと略称する）：フ
マル酸カリウム塩とクロロ酢酸メチルの反応により合成した。
１０．ビス（１－メトキシカルボニルエチル）フマレート（以下、ＢＭＣＥＦと略称する
）：フマル酸カリウム塩と２－クロロプロピオン酸メチルの反応により合成した。
１１．ビス（メトキシカルボニルメチル）マレート（以下、ＢＭＣＭＭと略称する）：マ
レイン酸カリウム塩とクロロ酢酸メチルの反応により合成した。
【０３６４】
実施例１（ビニル系樹脂の調製）
空冷管を備えたガラス製の反応容器に、ＢＭＣＭＩ　１０．０部、ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
パーオキサイド（ＤＴＢＰＯ）　０．３０部、酢酸ｎ－ブチル（ＢＡｃ）　７．０部、キ
シレン（Ｘｙ）　３．０部を仕込み充分混合した後、反応容器を１２０℃に保った油浴に
浸漬して加熱を開始した。加熱開始から、１２時間後、２４時間後および３６時間後にそ
れぞれ０．１部のＤＴＢＰＯを追加した。合計４８時間加熱することにより重合を行って
重合体の溶液を得た。得られた重合体の溶液にメタノール　４０部を加えて充分混合しメ
タノール可溶分の抽出を行った。メタノール　４０部を使用する可溶分抽出操作をさらに
３回行って高粘度の液状残留物を得た。この液状残留物から減圧で揮発分を除去して粘着
性固体状のＢＭＣＭＩの単独重合体７．８２部（収率　７８．２％）を得た。得られた樹
脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、１，９００であった。ＩＲスペクトルを図１に、1Ｈ－
ＮＭＲスペクトルを図２に示した。
【０３６５】
実施例２（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩの１０部に代えてＢＥＣＭＩの１０部を使用する以外は実施例１と同様に重合
、重合体の単離操作、揮発分の除去を行って、粘着性固体状のＢＥＣＭＩの単独重合体７
．１４部（収率　７１．４％）を得た。得られた樹脂のＭｗは、１８，３００であった。
ＩＲスペクトルを図３に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図４に示した。
【０３６６】
実施例３（ビニル系樹脂の調製）
実施例１と同様の反応容器に、ＢＭＣＭＩ　５部、メチルアクリレート（ＭＡ）　５部と
、ＤＴＢＰＯ　０．３部、Ｘｙ　２部、プロピレングリコールモノメチルエーテル（ＰＧ
ＭＥ）２部、ＢＡｃ　６部を仕込んで充分混合した後、反応容器を１２０℃に保った油浴
に浸漬し、１６時間加熱して重合を行った。得られた共重合体の溶液にテトラヒドロフラ
ン（ＴＨＦ）２０部を加え溶解して得られた溶液をメタノール　４００部に投入し共重合
体を沈殿させた。沈殿した共重合体を濾別し減圧下で１日間乾燥を行って白色粉末状のＢ
ＭＣＭＩとＭＡの共重合体　８．４６部（収率　８４．６％）を得た。得られた共重合体
は、Ｍｗが２５，５００であり、ＢＭＣＭＩに由来する繰り返し単位を２４．８モル％含
有していた。ＩＲスペクトルを図５に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図６に示した。
【０３６７】
実施例４（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＥＣＭＩ　５部とＭＡ　５部を使用した以外
は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白色粉末状のＢＥＣＭ
ＩとＭＡの共重合体　８．１２部（収率８１．２％）を得た。得られた共重合体は、Ｍｗ
が３５，８００であり、ＢＥＣＭＩに由来する繰り返し単位を１４．３モル％含有してい
た。
【０３６８】
実施例５（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＢＣＭＩ　５部とＭＡ　５部を使用した以外
は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白色粉末状のＢＢＣＭ
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ＩとＭＡの共重合体　７．８１部（収率７８．１％）を得た。得られた共重合体は、Ｍｗ
が４６，１００であり、ＢＢＣＭＩに由来する繰り返し単位を１９．５モル％含有してい
た。ＩＲスペクトルを図７に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図８に示した。
【０３６９】
実施例６（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＥＣＭＩ　５部とメチルメタクリレート（Ｍ
ＭＡ）　５部を使用した以外は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を
行って白色粉末状のＢＥＣＭＩとＭＭＡの共重合体　８．８２部（収率８８．２％）を得
た。得られた共重合体は、Ｍｗが３９，７００であり、ＢＥＣＭＩに由来する繰り返し単
位を２２．４モル％含有していた。ＩＲスペクトルを図９に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを
図１０に示した。
【０３７０】
実施例７（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＢＣＭＩ　５部とＭＭＡ　５部を使用した以
外は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白色粉末状のＢＢＣ
ＭＩとＭＭＡの共重合体　８．５３部（収率８５．３％）を得た。得られた共重合体は、
Ｍｗが３０，０００であり、ＢＢＣＭＩに由来する繰り返し単位を１８．７モル％含有し
ていた。
【０３７１】
実施例８（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＭＥＣＭＩ　５部とＭＭＡ　５部を使用した
以外は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白色粉末状のＢＭ
ＥＣＭＩとＭＭＡの共重合体　７．２４部（収率７２．４％）を得た。得られた共重合体
は、Ｍｗが２１，３００であり、ＢＭＥＣＭＩに由来する繰り返し単位を１９．２モル％
含有していた。ＩＲスペクトルを図１１に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図１２に示した。
【０３７２】
実施例９（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＭＣＥＩ　５部とＭＭＡ　５部を使用した以
外は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白色粉末状のＢＭＣ
ＥＩとＭＭＡの共重合体　７．８６部（収率７８．６％）を得た。得られた共重合体は、
Ｍｗが２０，２００であり、ＢＭＣＥＩに由来する繰り返し単位をモル％含有していた。
ＩＲスペクトルを図１３に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図１４に示した。
【０３７３】
実施例１０（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＥＣＭＩ　５部とスチレン（ＳＴ）　５部を
使用した以外は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白色粉末
状のＢＥＣＭＩとＳＴの共重合体　９．０１部（収率９０．１％）を得た。得られた共重
合体は、Ｍｗが２５，６００であり、ＢＥＣＭＩに由来する繰り返し単位を２６．３モル
％含有していた。ＩＲスペクトルを図１５、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図１６に示した。
【０３７４】
実施例１１（ビニル系樹脂の調製）
ＢＭＣＭＩ　５部とＭＡ　５部に代えて、ＢＢＣＭＩ　５部とＳＴ　５部を使用した以外
は、実施例３と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白色粉末状のＢＢＣＭ
ＩとＳＴの共重合体　７．６８部（収率７６．８％）を得た。得られた共重合体は、Ｍｗ
が２０，７００であり、ＢＢＣＭＩに由来する繰り返し単位を２３．１モル％含有してい
た。ＩＲスペクトルを図１７、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図１８に示した。
【０３７５】
実施例１２（ビニル系樹脂の調製）
攪拌機、温度計、冷却管および窒素ガス導入口を備えた反応器にＸｙ　３００部、ＢＡｃ
　４５０部を仕込んで、窒素ガス気流下に攪拌しながら１２０℃に昇温した。次いで、Ｍ
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ＭＣＭＩ　５００部、ＭＭＡ　５００部、ＤＴＢＰＯ　３０部およびＢＡｃ　２５０部か
らなる混合物を４時間に亘って滴下した。滴下終了の２時間後にＤＴＢＰＯ　３部を添加
し、その後も同温度で１０時間の反応を行って、不揮発分が５０．２％で、Ｍｗが２２，
４００なる、ＭＭＣＭＩに由来する繰り返し単位が３１．６モル％含有されるＭＭＣＭＩ
とＭＭＡの共重合体の溶液を得た。
【０３７６】
実施例１３（ビニル系樹脂の調製）
実施例１２と同様に反応容器に、Ｘｙ ２００部、ＢＡｃ　３５０部、ＰＧＭＥ　２００
部を仕込み、窒素ガス気流下に攪拌しながら１２０℃に昇温した。次いで、ＭＢＣＭＩ　
５００部とＭＭＡ　５００部と、ＤＴＢＰＯ　３０部およびＢＡｃ　２５０部からなる混
合物を４時間に亘って滴下した。滴下終了の２時間後にＤＴＢＰＯ　３部を添加し、その
後も同温度で１０時間の反応を行って、不揮発分が５０．１％で、Ｍｗが１９，８００な
る、ＭＢＣＭＩに由来する繰り返し単位が２７．９モル％含有されるＭＢＣＭＩとＭＭＡ
の共重合体溶液を得た。
【０３７７】
実施例１４（ビニル系樹脂の調製）
実施例１２と同様の反応容器に、Ｘｙ　５００部とＢＡｃ　２５０部を仕込み、窒素ガス
気流下に攪拌しながら９０℃に昇温した。次いで、ＢＢＣＭＩ　３５０部、ＭＭＡ　６５
０部、ＢＡｃ　２５０部およびｔｅｒｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート
（ＴＢＰＯＥＨ）　２５部からなる混合物を３時間に亘って滴下した。その後、同温度で
１０時間攪拌を行って、不揮発分が５０．０％で、Ｍｗが１７，４１２なる、ＢＢＣＭＩ
に由来する繰り返し単位が１３．１モル％含有されるＢＢＣＭＩとＭＭＡの共重合体溶液
を得た。
【０３７８】
実施例１５（ビニル系樹脂の調製）
実施例１と同様の反応容器に、Ｘｙ　２００部、ＰＧＭＥ　２００部、ＢＡｃ３５０部を
仕込んで、窒素ガス気流下に攪拌しながら８０℃に昇温した。ついで、、ＢＭＣＭＩ　５
００部、ＭＭＡ　２５０部、酢酸ビニル（ＶＡｃ）　２００部、２－メトキシエチルメタ
クリレート（ＭＥＭＡ）　５０部、ＴＢＰＯＥＨ３０部およびＢＡｃ　２５０部からなる
混合物を、４時間に亘って滴下した。滴下終了２時間後にＴＢＰＯＥＨ　３部を添加し、
その後、同温度で１０時間の攪拌を行って不揮発分が５０．１％、Ｍｗが２１，８００な
るＢＭＣＭＩ、ＭＭＡ、ＶＡｃ、ＭＥＭＡに由来する繰り返し単位が、それぞれ、２６．
１モル％、３５．７モル％、３３．２モル％、５．０モル％含有されるＢＭＣＭＩ・ＭＭ
Ａ・ＶＡｃ・ＭＥＭＡ共重合体の溶液を得た。
【０３７９】
実施例１６（ビニル系樹脂の調製）
ビニル系単量体として、ＢＭＣＭＩ　５００部、ＭＭＡ　２５０部、ＶＡｃ　２００部お
よびＭＥＭＡ　５０部に代えて、ＢＭＣＭＩ　４００部、ＭＭＡ　４００部、ＶＡｃ　１
５０部およびＮ－メトキシメチルアクリルアミド（ＭＭＡＭ）５０部を使用する以外は、
実施例１５と同様に重合を行って、不揮発分が５０．２％で、Ｍｗが２９，６００なるＢ
ＭＣＭＩ、ＭＭＡ、ＶＡｃ、ＭＭＡＭに由来する繰り返し単位が、それぞれ、１９．１モ
ル％、５２．４モル％、２２．８モル％、５．７モル％含有されるＢＭＣＭＩ・ＭＭＡ・
ＶＡｃ・ＭＭＡＭ共重合体の溶液を得た。
【０３８０】
実施例１７（ビニル系樹脂の調製）
ビニル系単量体として、ＢＭＣＭＩ　５００部、ＭＭＡ　２５０部、ＶＡｃ　２００部お
よびＭＥＭＡ　５０部に代えて、ＢＭＣＭＩ　５００部、ＭＭＡ　２００部、ＶＡｃ　２
００部および数平均分子量が４９０なるメトキシポリエチレングルコールモノメタクリレ
ート（ＭＰＥＧＭＡ）１００部を使用する以外は、実施例１５と同様に重合を行って、不
揮発分が５０．３％で、Ｍｗが２６，５００なるＢＭＣＭＩ、ＭＭＡ、ＶＡｃ、ＭＰＥＧ
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ＭＡに由来する繰り返し単位が、それぞれ、２８．７モル％、３１．５モル％、３６．６
モル％、３．２モル％含有されるＢＭＣＭＩ・ＭＭＡ・ＶＡｃ・ＭＰＥＧＭＡ共重合体の
溶液を得た。
【０３８１】
実施例１８（ビニル系樹脂の調製）
実施例１と同様の反応容器に、ＯＸＰＩ　２．０部、エチルメタクリレート（ＥＭＡ）　
２．０部、ＢＡｃ　２．０部、Ｘｙ　２．０部およびＴＢＰＯＥＨ　０．２部を仕込み充
分混合してから、反応容器を８０℃に保った油浴に浸漬し、１６時間加熱して重合を行っ
た。得られた共重合体の溶液にＴＨＦ　８部を加え溶解して得られた溶液をメタノール１
６０部に投入して共重合体を沈殿させた。沈殿した共重合体を濾別し減圧下で１日間乾燥
を行って白色粉末状のＯＸＰＩとＥＭＡの共重合体　３．１０部（収率：７７．５％）を
得た。得られた共重合体は、Ｍｗが１７，８００であり、ＯＸＰＩに由来する繰り返し単
位を３２．０モル％含有していた。ＩＲスペクトルを図１９に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトル
を図２０に示した。
【０３８２】
実施例１９（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＥＭＡ　２．０部に代えて、ＯＸＰＩ　２．０部とＭＭＡ　２．０
部を使用した以外は、実施例１８と同様に重合、重合体の単離操作および乾燥を行って白
色粉末状のＯＸＰＩとＭＭＡの共重合体　３．１４部（収率：７８．５％）を得た。得ら
れた共重合体は、Ｍｗが２３，０００であり、ＯＸＰＩに由来する繰り返し単位を２９．
２モル％含有していた。
【０３８３】
実施例２０（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＥＭＡ　２．０部に代えて、ＯＸＰＩ　２．０部とシクロヘキシル
メタクリレート（ＣＨＭＡ）　２．０部を使用した以外は、実施例１８と同様にして重合
、重合体の単離操作と乾燥を行って白色粉末状のＯＸＰＩとＣＨＭＡの共重合体　３．２
１部（収率：８０．３％）を得た。得られた共重合体は、Ｍｗが２８，６００であり、Ｏ
ＸＰＩに由来する繰り返し単位を４１．０モル％含有していた。
【０３８４】
実施例２１（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＭＭＡ　２．０部に代えて、ＯＸＰＩ　２．０部とＳＴ２．０部を
使用した以外は、実施例１８と同様にして重合、重合体の単離操作と乾燥を行って白色粉
末状のＯＸＰＩとＳＴの共重合体　３．３６部（収率：８４．０％）を得た。得られた共
重合体は、Ｍｗが２３，６００であり、ＯＸＰＩに由来する繰り返し単位を３０．１モル
％含有していた。
【０３８５】
実施例２２（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＭＭＡ　２．０部に代えて、ＯＸＰＩ　２．０部とＶＡｃ　２．０
部を使用した以外は、実施例１８と同様にして重合、重合体の単離操作と乾燥を行って白
色粉末状のＯＸＰＩとＶＡｃの共重合体　２．８９部（収率：７２．３％）を得た。得ら
れた共重合体は、Ｍｗが１４，８００であり、ＯＸＰＩに由来する繰り返し単位を３２．
０モル％含有していた。ＩＲスペクトルを図２１に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図２２に
示した。
【０３８６】
実施例２３（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＭＭＡ　２．０部に代えて、ＢＭＣＭＦ　１．２部、ＳＴ　２．８
部を使用した以外は実施例１８と同様に重合、重合体の単離操作と乾燥を行って白色粉末
状のＢＭＣＭＦとＳＴの共重合体　３．３２部（収率：８３．０％）を得た。得られた共
重合体は、ＢＭＣＭＦに由来する繰り返し単位を１４．６モル％含有し、Ｍｗは１８，２
００であった。
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【０３８７】
実施例２４（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＭＭＡ　２．０部に代えて、ＢＭＣＥＦ　２．０部、ＳＴ　２．０
部を使用した以外は、実施例１８と同様に重合、重合体の単離操作と乾燥を行って白色粉
末状のＢＭＣＥＦとＳＴの共重合体　３．４０部（収率：８５．０％）を得た。得られた
共重合体は、Ｍｗが４４，８００であり、ＢＭＣＥＦに由来する繰り返し単位を２６．５
モル％含有していた。
【０３８８】
実施例２５（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＭＭＡ　２．０部に代えて、ＢＭＣＥＦ　２．０部、ＭＭＡ　１．
２部およびＶＡｃ　０．８部を使用した以外は、実施例１８と同様に重合、重合体の単離
と乾燥を行って白色粉末状のＢＭＣＥＦ・ＭＭＡ・ＶＡｃ共重合体　３．１４部（収率：
７８．５％）を得た。共重合体は、Ｍｗが１６，５００であり、ＢＭＣＦ、ＭＭＡ、ＶＡ
ｃに由来する繰り返し単位を、それぞれ、２６．８モル％、５３．５モル％、１９．７モ
ル％含有していた。ＩＲスペクトルを図２３に、1Ｈ－ＮＭＲスペクトルを図２４に示し
た。
【０３８９】
実施例２６（ビニル系樹脂の調製）
ＯＸＰＩ　２．０部とＭＭＡ　２．０部に代えて、ＢＭＣＭＭ　２．０部、ＳＴ　２．０
を使用した以外は、実施例１８と同様に重合、重合体の単離と乾燥を行って白色粉末状の
ＢＭＣＭＭとＳＴの共重合体　３．０９部（収率：７７．３％）を得た。得られた共重合
体は、Ｍｗが１３，５００であり、ＢＭＣＭＭに由来する繰り返し単位を２８．６モル％
含有していた。
【０３９０】
実施例２７（ビニル系樹脂の調製）
実施例１２と同様の反応容器に、Ｘｙ　１００部とＢＡｃ　２５０部仕込んで、窒素ガス
気流下に攪拌しながら８０℃に昇温した。ついで、ＯＸＰＩ　２００部、ＭＭＡ　１８６
部、ＶＡｃ　６４部、ＭＥＭＡ　５０部、ＴＢＰＯＥＨ　１０部およびＢＡｃ　１５０部
からなる混合物を、４時間に亘って滴下した。滴下終了２時間後にＴＢＰＯＥＨ　２．５
部を添加し、その後、同温度で１０時間の攪拌を行って不揮発分が５０．１％、Ｍｗが４
１，２００なるＯＸＰＩ、ＭＭＡ、ＶＡｃ、ＭＥＭＡに由来する繰り返し単位が、それぞ
れ、２１．９モル％、４９．２モル％、１９．７モル％、９．２モル％含有されるＯＸＰ
Ｉ・ＭＭＡ・ＶＡｃ・ＭＥＭＡ共重合体の溶液を得た。
【０３９１】
【発明の効果】
本発明によれば、活性エステル基を有する不飽和ジカルボン酸エステルに由来する繰り返
し単位を有する新規なビニル系樹脂、および、その製造方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図２】実施例１で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図３】実施例２で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図４】実施例２で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図５】実施例３で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図６】実施例３で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図７】実施例５で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図８】実施例５で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図９】実施例６で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図１０】実施例６で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図１１】実施例８で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図１２】実施例８で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
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【図１３】実施例９で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図１４】実施例９で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図１５】実施例１０で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図１６】実施例１０で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図１７】実施例１１で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図１８】実施例１１で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図１９】実施例１８で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図２０】実施例１８で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図２１】実施例２２で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図２２】実施例２２で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。
【図２３】実施例２５で得られたビニル系樹脂のＩＲスペクトルである。
【図２４】実施例２５で得られたビニル系樹脂の1Ｈ－ＮＭＲスペクトルである。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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